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福
岡
壱
岐
の

会
の
会
員
並
び

に
関
係
各
位
の

皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
当
会
の
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
旦
か
ら
能
登
半
島
地
震

が
発
生
す
る
な
ど
全
国
的
に
暗
い
幕

開
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
春

か
ら
す
ば
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
壱
岐
高
校
野
球

部
が
、
昨
年
の
九
州
大
会
の
成
績
や

離
島
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
全
国
で
２

校
だ
け
が
選
ば
れ
る
21
世
紀
枠
で
の

選
抜
高
校
野
球
大
会
へ
の
出
場
と
い

う
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
１
月
17
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
し
た
福
岡
壱
岐
の
会
の
「
新
春

の
つ
ど
い
」
で
は
、
選
抜
高
校
野
球

大
会
の
21
世
紀
枠
の
発
表
前
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
既
に
壱
岐
高
校
が
有

力
な
候
補
で
あ
る
と
い
う
情
報
も
あ

り
、
乾
杯
の
前
に
、
壱
岐
高
野
球
部

の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
登
壇
し
て
野

球
部
に
対
す
る
支
援
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
ス
ク
リ

ー
ン
に
は
壱
岐
高
野
球
部
の
映
像
を

福
岡
壱
岐
の
会
会
長

川
﨑 

日
出
雄

流
す
な
ど
大
変
盛
り
上

が
り
、
壱
岐
高
野
球
部

一
色
の
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
選
抜
高
校
野
球
大
会
３

日
目
の
３
月
20
日
（
木
）
に
壱
岐
高

の
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
戦
校

は
強
豪
校
で
地
元
の
東
洋
大
姫
路
で

す
。
こ
の
日
は
、
春
分
の
日
で
祝

日
だ
っ
た
関
係
も
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
全
席
指
定
席
と
な
っ
た

２
０
２
１
年
以
降
初
め
て
の
指
定
席

完
売
と
い
う
記
録
的
な
超
満
員
の
中

で
の
試
合
で
し
た
。
新
聞
報
道
に
よ

れ
ば
、
壱
岐
か
ら
４
千
人
の
島
民
が

応
援
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
１
回

の
裏
に
２
点
を
先
制
し
て
生
徒
た
ち

が
目
標
と
し
て
い
た
「
甲
子
園
で
一

勝
」
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
結
果
は
、
勝
つ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
で
も
素

晴
ら
し
い
試
合
内
容
で
し
た
。
ま

た
、
選
手
た
ち
と
一
体
と
な
っ
た
応

援
は
対
戦
校
を
圧
倒
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

２
回
裏
に
壱
岐
高
の
校
歌
が
流

れ
、
ア
ル
プ
ス
席
か
ら
一
緒
に
歌
い

ま
し
た
が
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
母
校
の
歌
を
ふ
る
さ
と
壱
岐
の

人
達
と
甲
子
園
で
歌
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
壱
岐
高
野
球
部
の
生
徒
た

ち
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
私
の
一
生
の
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
応
援
に
来
た
人
達
は
、
感

動
し
た
、
よ
く
や
っ
た
と
み
ん
な
言

っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
負
け
ま
し

た
が
、
こ
の
経
験
を
も
と

に
夏
の
大
会
で
長
崎
県
の

て
っ
ぺ
ん
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
会
報
で
は
、

壱
岐
高
野
球
部
の
監
督

さ
ん
や
関
係
者
の
方
に

も
執
筆
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
感
動

を
も
う
一
度
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
壱
岐
に
御
縁
が

な
い
方
で
も
こ
の
冊
子
を

見
て
壱
岐
に
興
味
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
、
壱
岐

の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
親

切
で
温
か
い
島
民
の
人
柄

な
ど
に
魅
せ
ら
れ
て
島
外

か
ら
移
住
し
て
こ
ら
れ
た

方
な
ど
に
も
執
筆
を
依
頼

し
て
お
り
ま
す
。
福
岡
で

頑
張
っ
て
い
る
壱
岐
出
身

者
の
状
況
や
壱
岐
の
素
晴

ら
し
さ
な
ど
も
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
回
も
こ
の

会
報
に
企
業
広
告
を
掲
載

し
て
頂
き
ま
し
た
企
業
の

皆
様
に
は
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
福
岡
壱
岐
の
会
に

対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

甲
子
園
で
壱
岐
旋
風
！
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・
第
74
回
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大
会
（
中

体
連
）
球
技
・
剣
道
大
会
（
５
月
18
日
）

　

写
真
①
②

第
74
回
と
な
る
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大

会 

球
技
・
剣
道
大
会
が
市
内
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
大
会
へ
の
出
場
権

を
か
け
て
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
手
に
汗

握
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

春（
４
〜
６
月
）

夏（
７
〜
９
月
）

壱
岐
の
一年

・
読
売
新
聞
西
部
本
社
発
刊
60
周
年
記
念

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
壱
岐
島

（
第
36
回
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）（
６
月
９
日
）
写
真
③

36
回
目
の
大
会
と
な
る
ツ
ー
ル
・
ド
・

壱
岐
島
（
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
が
市
内
全
域
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
島
内
外
か
ら
４
１
７
名
の

選
手
が
適
度
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
変
化

に
富
ん
だ
壱
州
路
を
駆
け
抜
け
、
３
９

６
名
の
方
が
完
走
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
）

・
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
！
（
７
月
１
日
）
写

真
⑩

　

壱
岐
焼
酎
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
、
壱

岐
焼
酎
で
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
は
、友
好
都
市
の
福
島
県
楢
葉
町
、

東
京
都
内
の
「
ま
う
ま
う
四
ツ
谷
」、
そ

し
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
株
式
会

社
ワ
ー
ル
ド
ワ
ン
様
が
運
営
さ
れ
て
い
る

神
戸
市
の
「
地
魚
大
衆
酒
場 

金
八
」
の

４
会
場
で
、午
後
７
時
１
分
に
一
斉
に「
壱

岐
焼
酎
で
乾
杯
！
」
の
発
声
の
も
と
、
壱

岐
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。

・
壱
岐
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠
（
７
月
28
日
）

　

写
真
⑪

　

伝
統
的
な
古
い
歴
史
を
持
ち
、
今
年
で

２
８
７
年
を
迎
え
る
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
元
気
な
子
ど
も
山
に

続
き
、
４
つ
の
舁
き
山
が
郷
ノ
浦
市
街
地

一
帯
を
巡
行
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
た
く

さ
ん
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
熱
い
声
援
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

・
第
38
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

（
８
月
４
日
）
写
真
⑫

　

長
崎
県
消
防
学
校
（
大
村
市
）
に
お
い

て
、
第
38
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
、壱
岐
市
の
代
表
と
し
て
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
郷
ノ
浦
地
区
第

５
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
芦
辺
地

区
第
１
分
団
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
優
勝
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
準
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

・
朝
鮮
通
信
使
復
元
船
寄
港
（
８
月
８
日

〜
16
日
）
写
真
⑬

　

朝
鮮
通
信
使
復
元
船
が
壱
岐
勝
本
に
約

２
６
０
年
ぶ
り
に
寄
港
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
に
韓
国
の
国
立
海
洋
遺
産
研
究
所
に

よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
船
で
、
今
年
度
は
対

馬
、
壱
岐
、
相
島
、
下
関
と
、
当
時
と
同

・
第
74
回
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大
会

（
中
体
連
）
陸
上
・
相
撲
大
会
（
６
月

15
日
）
写
真
④
⑤

　

第
74
回
と
な
る
壱
岐
市
中
学
校
体

育
大
会
陸
上
・
相
撲
大
会
が
、
陸
上

競
技
は
大
谷
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
相

撲
競
技
は
芦
辺
中
学
校
相
撲
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
77
回
長
崎
県
消
防
団
大
会
（
６
月

16
日
）
写
真
⑥

　

壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
第
77
回
長
崎
県
消
防
団
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
平
成
20
年
以
来
16
年
ぶ
り
の

壱
岐
市
で
の
開
催
と
な
り
、
島
内
外

か
ら
５
５
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
６

月
22
日
）
写
真
⑦

　

長
崎
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
様
ご
協

力
の
も
と
、
日
本
代
表
選
手
も
所
属
す

る
Ｗ
リ
ー
グ
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
ス
」
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
選
手
や
コ
ー
チ
か
ら
プ
ロ
の
技
術

を
楽
し
そ
う
に
学
ん
で
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

・SHOEHYRRY!　

PRO CAM
P IKI 

２
０
２
４
（
６
月
22
日
〜
26
日
）
写
真

⑧
　

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
現
役
選
手
を
含
む

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
多
数

参
加
す
る
合
宿
「SHOEHYRRY!　

PRO CAM
P IKI 

２
０
２
４
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
23
日
に
は
高
校
生

を
対
象
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
憧
れ
の
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
一
緒
に
ワ
ー

ク
ア
ウ
ト
を
行
い
、
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

・
第
12
回
壱
岐
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
（
６
月
30
日
）
写
真
⑨

　

第
12
回
目
と
な
る
壱
岐
市
消
防
団
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
で
は
、日
々

の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
練
習
に
励
ん
で

き
た
選
手
の
皆
さ
ん
の
迅
速
・
機
敏
で

安
全
・
確
実
な
素
晴
ら
し
い
操
法
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

じ
経
路
を
た
ど
る
行
程
と
な
り
ま
し
た
。

９
日
は
、
お
囃
子
船
・
伴
走
船
と
共
に
入

港
し
、
10
日
か
ら
11
日
ま
で
は
、
船
内
見

学
と
再
現
料
理
の
提
供
が
行
わ
れ
、
約
２

８
０
名
の
方
々
が
復
元
船
に
乗
船
し
ま
し

た
。

・
国
土
交
通
大
臣
杯　

第
15
回
全
国
離
島

交
流
中
学
生
野
球
大
会
（
離
島
甲
子
園
）

（
８
月
19
日
〜
22
日
）
写
真
⑭

　

11
年
ぶ
り
に
国
土
交
通
大
臣
杯
第
15
回

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
が
、
壱

岐
市
で
開
催
さ
れ
、
25
の
市
町
か
ら
23

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
島
内
の
４
球

場
に
て
、
壱
岐
市
か
ら
は
壱
岐
市
選
抜
、

ALL IKI

の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
離
島

の
球
児
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

⑨⑭

⑫⑬

⑩

⑪

⑧ ⑦

⑤

④ ③

①②

⑥
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・
第
74
回
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大
会
（
中

体
連
）
球
技
・
剣
道
大
会
（
５
月
18
日
）

　

写
真
①
②

第
74
回
と
な
る
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大

会 

球
技
・
剣
道
大
会
が
市
内
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
大
会
へ
の
出
場
権

を
か
け
て
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
手
に
汗

握
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

春（
４
〜
６
月
）

夏（
７
〜
９
月
）

壱
岐
の
一年

・
読
売
新
聞
西
部
本
社
発
刊
60
周
年
記
念

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
壱
岐
島

（
第
36
回
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）（
６
月
９
日
）
写
真
③

36
回
目
の
大
会
と
な
る
ツ
ー
ル
・
ド
・

壱
岐
島
（
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
が
市
内
全
域
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
島
内
外
か
ら
４
１
７
名
の

選
手
が
適
度
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
変
化

に
富
ん
だ
壱
州
路
を
駆
け
抜
け
、
３
９

６
名
の
方
が
完
走
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
）

・
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
！
（
７
月
１
日
）
写

真
⑩

　

壱
岐
焼
酎
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
、
壱

岐
焼
酎
で
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
は
、友
好
都
市
の
福
島
県
楢
葉
町
、

東
京
都
内
の
「
ま
う
ま
う
四
ツ
谷
」、
そ

し
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
株
式
会

社
ワ
ー
ル
ド
ワ
ン
様
が
運
営
さ
れ
て
い
る

神
戸
市
の
「
地
魚
大
衆
酒
場 
金
八
」
の

４
会
場
で
、午
後
７
時
１
分
に
一
斉
に「
壱

岐
焼
酎
で
乾
杯
！
」
の
発
声
の
も
と
、
壱

岐
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。

・
壱
岐
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠
（
７
月
28
日
）

　

写
真
⑪

　

伝
統
的
な
古
い
歴
史
を
持
ち
、
今
年
で

２
８
７
年
を
迎
え
る
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
元
気
な
子
ど
も
山
に

続
き
、
４
つ
の
舁
き
山
が
郷
ノ
浦
市
街
地

一
帯
を
巡
行
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
た
く

さ
ん
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
熱
い
声
援
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

・
第
38
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

（
８
月
４
日
）
写
真
⑫

　

長
崎
県
消
防
学
校
（
大
村
市
）
に
お
い

て
、
第
38
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
、壱
岐
市
の
代
表
と
し
て
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
郷
ノ
浦
地
区
第

５
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
芦
辺
地

区
第
１
分
団
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
優
勝
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
準
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

・
朝
鮮
通
信
使
復
元
船
寄
港
（
８
月
８
日

〜
16
日
）
写
真
⑬

　

朝
鮮
通
信
使
復
元
船
が
壱
岐
勝
本
に
約

２
６
０
年
ぶ
り
に
寄
港
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
に
韓
国
の
国
立
海
洋
遺
産
研
究
所
に

よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
船
で
、
今
年
度
は
対

馬
、
壱
岐
、
相
島
、
下
関
と
、
当
時
と
同

・
第
74
回
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大
会

（
中
体
連
）
陸
上
・
相
撲
大
会
（
６
月

15
日
）
写
真
④
⑤

　

第
74
回
と
な
る
壱
岐
市
中
学
校
体

育
大
会
陸
上
・
相
撲
大
会
が
、
陸
上

競
技
は
大
谷
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
相

撲
競
技
は
芦
辺
中
学
校
相
撲
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
77
回
長
崎
県
消
防
団
大
会
（
６
月

16
日
）
写
真
⑥

　

壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
第
77
回
長
崎
県
消
防
団
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
平
成
20
年
以
来
16
年
ぶ
り
の

壱
岐
市
で
の
開
催
と
な
り
、
島
内
外

か
ら
５
５
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
６

月
22
日
）
写
真
⑦

　

長
崎
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
様
ご
協

力
の
も
と
、
日
本
代
表
選
手
も
所
属
す

る
Ｗ
リ
ー
グ
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
ス
」
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
選
手
や
コ
ー
チ
か
ら
プ
ロ
の
技
術

を
楽
し
そ
う
に
学
ん
で
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

・SHOEHYRRY!　

PRO CAM
P IKI 

２
０
２
４
（
６
月
22
日
〜
26
日
）
写
真

⑧
　

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
現
役
選
手
を
含
む

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
多
数

参
加
す
る
合
宿
「SHOEHYRRY!　

PRO CAM
P IKI 

２
０
２
４
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
23
日
に
は
高
校
生

を
対
象
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
憧
れ
の
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
一
緒
に
ワ
ー

ク
ア
ウ
ト
を
行
い
、
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

・
第
12
回
壱
岐
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
（
６
月
30
日
）
写
真
⑨

　

第
12
回
目
と
な
る
壱
岐
市
消
防
団
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
で
は
、日
々

の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
練
習
に
励
ん
で

き
た
選
手
の
皆
さ
ん
の
迅
速
・
機
敏
で

安
全
・
確
実
な
素
晴
ら
し
い
操
法
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

じ
経
路
を
た
ど
る
行
程
と
な
り
ま
し
た
。

９
日
は
、
お
囃
子
船
・
伴
走
船
と
共
に
入

港
し
、
10
日
か
ら
11
日
ま
で
は
、
船
内
見

学
と
再
現
料
理
の
提
供
が
行
わ
れ
、
約
２

８
０
名
の
方
々
が
復
元
船
に
乗
船
し
ま
し

た
。

・
国
土
交
通
大
臣
杯　

第
15
回
全
国
離
島

交
流
中
学
生
野
球
大
会
（
離
島
甲
子
園
）

（
８
月
19
日
〜
22
日
）
写
真
⑭

　

11
年
ぶ
り
に
国
土
交
通
大
臣
杯
第
15
回

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
が
、
壱

岐
市
で
開
催
さ
れ
、
25
の
市
町
か
ら
23

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
島
内
の
４
球

場
に
て
、
壱
岐
市
か
ら
は
壱
岐
市
選
抜
、

ALL IKI

の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
離
島

の
球
児
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

⑨⑭

⑫⑬

⑩

⑪

⑧ ⑦

⑤

④ ③

①②

⑥
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冬（
１
〜
３
月
）

・
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大
会
（
中
体
連
）

駅
伝
大
会
（
10
月
３
日
）
写
真
⑮

　

男
子
は
第
61
回
、
女
子
は
第
44
回
目
を

迎
え
る
壱
岐
市
中
体
連
駅
伝
大
会
が
、
筒

城
ふ
れ
あ
い
広
場
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
が
最
後
ま

で
襷
を
つ
な
ご
う
と
懸
命
に
走
り
ぬ
く
姿

に
、
沿
道
か
ら
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
熱
い
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

・
芦
辺
祭
り
囃
子
（
ち
ん
ち
り
が
ん
が
ん
）

（
10
月
11
日
）
写
真
⑯

　

芦
辺
浦
の
住
吉
神
社
の
例
祭
に
合
わ
せ

て
、
３
０
０
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
と
さ

れ
る
伝
統
的
な
お
祭
り
で
あ
る
芦
辺
祭
り

囃
子
が
開
催
さ
れ
、
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
、

鐘
な
ど
を
使
っ
た
約
30
名
の
囃
子
方
が
、

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

・
勝
本
港
ま
つ
り
（
10
月
15
日
）
写
真
⑰

　

勝
本
浦
部
公
民
館
連
合
会
主
催
に
よ
る

勝
本
港
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
住
民
の
福

祉
と
大
漁
安
全
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し

た
。
海
上
パ
レ
ー
ド
で
は
、
約
40
隻
の
漁

船
が
勇
壮
な
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
運
航

し
、
そ
の
後
の
陸
上
パ
レ
ー
ド
で
は
、
元

気
な
子
ど
も
た
ち
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
踊

り
な
が
ら
街
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

・
神
々
の
島 

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２

０
２
４
（
10
月
19
日
）
写
真
⑱

　

神
々
の
島
壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２

０
２
４
が
開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら
多
く

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
壱
岐
な
ら
で
は

の
起
伏
に
富
ん
だ
自
然
を
楽
し
め
る
コ
ー

ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
の

あ
た
た
か
い
応
援
や
心
の
こ
も
っ
た
お
も

・
壱
岐
市
消
防
出
初
式
（
１
月
５
日
）

写
真
㉒

　

壱
岐
市
消
防
出
初
式
が
壱
岐
の
島

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
初
纏
、
永
年
勤
続
の
消
防
団
員
や
消

防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
団
体
に
表
彰

状
、
感
謝
状
の
授
与
、
式
典
後
に
は
、

壱
岐
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の

後
、
各
町
で
放
水
演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

・
第
37
回
壱
岐
の
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大

会
（
１
月
12
日
）
写
真
㉓

　

37
回
目
と
な
る
壱
岐
の
島
新
春
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
部
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
な
ど
、

14 

部
門
で
計
１
２
１
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー

が
完
走
し
ま
し
た
。
今
回
大
会
は
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
東
国
原
英

夫
氏
を
お
招
き
し
、
大
会
を
よ
り
一
層

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
令
和
７
年 

壱
岐
市
成
人
式
（
１
月
12

日
）
写
真
㉔

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
の
新
た
な

門
出
を
祝
福
し
、
成
人
式
典
を
本
年
か

ら
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
に
変
更
し
、

壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
感
謝
と
決
意
を
胸
に
社

会
人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

さ
れ
ま
し
た
。

・
壱
岐
高
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
決
定

（
１
月
24
日
）
写
真
㉕
㉖

　

第
97
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

の
「
21
世
紀
枠
」
に
長
崎
県
立
壱
岐

高
等
学
校
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
県

勢
の
21
世
紀
枠
で
の
選
抜
出
場
は
初

め
て
で
あ
り
、
長
崎
の
離
島
勢
で
は
、

春
・
夏
通
し
て
初
の
甲
子
園
出
場
と

な
り
ま
す
。

・
第
67
回
壱
岐
一
周
駅
伝
大
会
（
２
月

２
日
）
写
真
㉗

　

壱
岐
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
壱
岐

一
周
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
各
町
か
ら1

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
沿
道
か
ら
の
大
き
な
声

援
を
受
け
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

⑱

⑰

⑯ ⑮

⑲

㉑

秋（
10
〜
12
月
）

て
な
し
や
絶
景
の
連
続
に
多
く
の
感
動
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
第
40
回
国
民
文
化
祭
、
第
25
回
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
「
令
和
６
年
度
島
の

祭
典
『
壱
岐
市
総
合
文
化
祭
』
プ
レ
大
会
」

（
11
月
２
日
〜
４
日
）
写
真
⑲

　

出
演
部
門
で
は
、
総
合
司
会
者
に
、
壱

岐
市
観
光
大
使
の
「
ち
ん
ね
ん
」
さ
ん
を

お
招
き
し
、
31
団
体
、
延
べ
４
９
１
名
が

出
演
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
出
展
部
門
で
は
、
15
団
体
、

約
１
０
０
０
点
の
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
展
示
さ
れ
、
絵
画
・
書
道
・
華
道
・
文

芸
作
品
等
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
素
晴

ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

・
壱
岐
市
還
暦
式
（
11
月
10
日
）
写
真
⑳

　

壱
岐
市
還
暦
式
を
壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
対
象
者
は
４

４
１
名
（
市
内
２
８
０
名
、
市
外
１
６
１

名
）
で
、
当
日
は
３
１
３
名
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
や
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
久
々
の
再
会
を
喜

ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
第
26
回
壱
岐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
小
学

生
駅
伝
大
会
（
12
月
１
日
）
写
真
㉑

　

26
回
目
を
迎
え
る
壱
岐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
小
学
生
駅
伝
大
会
が
筒
城
浜
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

小
学
校
か
ら
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
６
区

間
を
襷
で
繋
ぐ
駅
伝
の
部
と
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
１
周
１
㎞
を
競
う
個
人
の
部
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

㉗ ㉖㉕

㉔

㉓

㉒

⑳
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冬（
１
〜
３
月
）

・
壱
岐
市
中
学
校
体
育
大
会
（
中
体
連
）

駅
伝
大
会
（
10
月
３
日
）
写
真
⑮

　

男
子
は
第
61
回
、
女
子
は
第
44
回
目
を

迎
え
る
壱
岐
市
中
体
連
駅
伝
大
会
が
、
筒

城
ふ
れ
あ
い
広
場
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
が
最
後
ま

で
襷
を
つ
な
ご
う
と
懸
命
に
走
り
ぬ
く
姿

に
、
沿
道
か
ら
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
熱
い
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

・
芦
辺
祭
り
囃
子
（
ち
ん
ち
り
が
ん
が
ん
）

（
10
月
11
日
）
写
真
⑯

　

芦
辺
浦
の
住
吉
神
社
の
例
祭
に
合
わ
せ

て
、
３
０
０
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
と
さ

れ
る
伝
統
的
な
お
祭
り
で
あ
る
芦
辺
祭
り

囃
子
が
開
催
さ
れ
、
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
、

鐘
な
ど
を
使
っ
た
約
30
名
の
囃
子
方
が
、

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

・
勝
本
港
ま
つ
り
（
10
月
15
日
）
写
真
⑰

　

勝
本
浦
部
公
民
館
連
合
会
主
催
に
よ
る

勝
本
港
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
住
民
の
福

祉
と
大
漁
安
全
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し

た
。
海
上
パ
レ
ー
ド
で
は
、
約
40
隻
の
漁

船
が
勇
壮
な
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
運
航

し
、
そ
の
後
の
陸
上
パ
レ
ー
ド
で
は
、
元

気
な
子
ど
も
た
ち
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
踊

り
な
が
ら
街
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

・
神
々
の
島 

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２

０
２
４
（
10
月
19
日
）
写
真
⑱

　

神
々
の
島
壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２

０
２
４
が
開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら
多
く

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
壱
岐
な
ら
で
は

の
起
伏
に
富
ん
だ
自
然
を
楽
し
め
る
コ
ー

ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
の

あ
た
た
か
い
応
援
や
心
の
こ
も
っ
た
お
も

・
壱
岐
市
消
防
出
初
式
（
１
月
５
日
）

写
真
㉒

　

壱
岐
市
消
防
出
初
式
が
壱
岐
の
島

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
初
纏
、
永
年
勤
続
の
消
防
団
員
や
消

防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
団
体
に
表
彰

状
、
感
謝
状
の
授
与
、
式
典
後
に
は
、

壱
岐
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の

後
、
各
町
で
放
水
演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

・
第
37
回
壱
岐
の
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大

会
（
１
月
12
日
）
写
真
㉓

　

37
回
目
と
な
る
壱
岐
の
島
新
春
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
部
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
な
ど
、

14 

部
門
で
計
１
２
１
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー

が
完
走
し
ま
し
た
。
今
回
大
会
は
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
東
国
原
英

夫
氏
を
お
招
き
し
、
大
会
を
よ
り
一
層

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
令
和
７
年 

壱
岐
市
成
人
式
（
１
月
12

日
）
写
真
㉔

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
の
新
た
な

門
出
を
祝
福
し
、
成
人
式
典
を
本
年
か

ら
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
に
変
更
し
、

壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
感
謝
と
決
意
を
胸
に
社

会
人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

さ
れ
ま
し
た
。

・
壱
岐
高
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
決
定

（
１
月
24
日
）
写
真
㉕
㉖

　

第
97
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

の
「
21
世
紀
枠
」
に
長
崎
県
立
壱
岐

高
等
学
校
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
県

勢
の
21
世
紀
枠
で
の
選
抜
出
場
は
初

め
て
で
あ
り
、
長
崎
の
離
島
勢
で
は
、

春
・
夏
通
し
て
初
の
甲
子
園
出
場
と

な
り
ま
す
。

・
第
67
回
壱
岐
一
周
駅
伝
大
会
（
２
月

２
日
）
写
真
㉗

　

壱
岐
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
壱
岐

一
周
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
各
町
か
ら1

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
沿
道
か
ら
の
大
き
な
声

援
を
受
け
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

⑱

⑰

⑯ ⑮

⑲

㉑

秋（
10
〜
12
月
）

て
な
し
や
絶
景
の
連
続
に
多
く
の
感
動
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
第
40
回
国
民
文
化
祭
、
第
25
回
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
「
令
和
６
年
度
島
の

祭
典
『
壱
岐
市
総
合
文
化
祭
』
プ
レ
大
会
」

（
11
月
２
日
〜
４
日
）
写
真
⑲

　

出
演
部
門
で
は
、
総
合
司
会
者
に
、
壱

岐
市
観
光
大
使
の
「
ち
ん
ね
ん
」
さ
ん
を

お
招
き
し
、
31
団
体
、
延
べ
４
９
１
名
が

出
演
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
出
展
部
門
で
は
、
15
団
体
、

約
１
０
０
０
点
の
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
展
示
さ
れ
、
絵
画
・
書
道
・
華
道
・
文

芸
作
品
等
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
素
晴

ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

・
壱
岐
市
還
暦
式
（
11
月
10
日
）
写
真
⑳

　

壱
岐
市
還
暦
式
を
壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
対
象
者
は
４

４
１
名
（
市
内
２
８
０
名
、
市
外
１
６
１

名
）
で
、
当
日
は
３
１
３
名
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
や
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
久
々
の
再
会
を
喜

ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
第
26
回
壱
岐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
小
学

生
駅
伝
大
会
（
12
月
１
日
）
写
真
㉑

　

26
回
目
を
迎
え
る
壱
岐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
小
学
生
駅
伝
大
会
が
筒
城
浜
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

小
学
校
か
ら
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
６
区

間
を
襷
で
繋
ぐ
駅
伝
の
部
と
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
１
周
１
㎞
を
競
う
個
人
の
部
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

㉗ ㉖㉕

㉔

㉓

㉒

⑳
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て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
「
プ
ラ
ス
７
０
０
０
」

で
は
、
社
会
増
向
上

対
策
と
自
然
減
抑
制

対
策
を
最
重
要
課
題

と
し
て
お
り
、
社
会
増
向
上
対
策
と
し
て
、

移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
、
移
住
者
等
向
け

の
支
援
を
は
じ
め
、
情
報
発
信
や
相
談
会
等

の
実
施
の
ほ
か
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の

場
の
創
出
や
地
元
企
業
へ
の
就
業
支
援
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
よ

る
関
係
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
国
も
推
進
し
て
い
る
二
地
域
居
住
に

関
す
る
取
組
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
移
住
の

間
口
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
移
住
者
等
の
受
入

体
制
の
整
備
に
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　

自
然
減
抑
制
対
策
と
し
て
は
、
婚
活
サ
ポ

ー
ト
や
若
年
層
夫
婦
の
結
婚
生
活
支
援
、
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
保
育
事
業

等
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

な
ど
、
出
生
数
を
増
や
す
取
組
に
加
え
、
健

康
づ
く
り
の
推
進
や
特
定
検
診
等
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
好
機
に
、
福
岡
市
と
も
連
携

し
、
壱
岐
市
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
福
岡
壱
岐

の
会
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
第
97
回

選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
が
３
月
18
日
に
開

一
緒
に
前
へ
、
壱
岐
新
時
代
へ

一
緒
に
前
へ
、
壱
岐
新
時
代
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

壱
岐
市
長　

壱
岐
市
長　

篠
原
一
生

篠
原
一
生

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
ふ
る
さ
と
「
壱
岐
」

に
思
い
を
馳
せ
、
壱

岐
の
振
興
発
展
に
多
大
な
お
力
添
え
、
ご
厚

情
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
壱
岐
市
で
は
、
第
４
次
壱
岐
市
総

合
計
画
（
2
0
2
5
〜
2
0
2
9
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、「
一
緒
に
前
へ
、
壱
岐
新

時
代
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
皆
様
が

「
幸
せ
を
実
感
」
で
き
る
壱
岐
を
創
っ
て
い

く
こ
と
、
そ
の
延
長
線
上
に
２
０
５
０
年
の

本
市
の
人
口
２
万
人
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
今
後
５
年
間
を
「
未
来
へ
種
を

ま
く
」
期
間
に
位
置
付
け
、
新
た
な
未
来
へ

の
取
組
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
と
、
医
療
、
介
護
、

教
育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
住
民
生
活
に

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
大
き
く
制
約

さ
れ
、
本
市
の
運
営
も
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
人
口
２
万
人
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
予
測
し
て
い
る
２
０
５
０
年
人
口

１
万
３
１
９
９
人
か
ら
７
０
０
０
人
を
増
や

す
必
要
が
あ
り
、
人
口
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
プ
ラ
ス
７
０
０
０
」
と
し
て
、
市
を
挙
げ

幕
と
な
り
、
壱
岐
高
校
野
球
部
は
３
月
20

日
、
東
洋
大
学
附
属
姫
路
高
校
と
の
初
戦
に

臨
み
ま
し
た
。

　

壱
岐
高
校
野
球
部
は
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
を
中
心
と
し
た
大
応
援
団
を
背
に
、
堂
々

と
壱
岐
高
校
ら
し
い
元
気
溌
剌
と
し
た
プ
レ

ー
を
展
開
し
、
市
民
皆
様
、
壱
岐
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
皆
様
に
夢
と
希
望
、
そ
し
て
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
夏
の
甲

子
園
大
会
出
場
に
向
け
て
、
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
、
更
な
る
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
、
出
場

権
を
勝
ち
取
っ
て
頂
く
こ
と
を
、
心
か
ら
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
川
﨑
会
長
様
は
じ
め
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

下条　正文
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る
活
性
化
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

一
方
、
島
内
の

基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
分
野
に
お
い

て
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
壱
岐
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
品
種

で
あ
る
じ
ゃ
が
い
も
「
壱
岐
黄
金
TM
」
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
、
販
路
拡
大
へ
の
取

組
等
が
生
産
者
の
皆
様
と
連
携
し
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
、
今
年
度
、
県
政
の
基
本

方
針
で
あ
り
ま
す
「
長
崎
県
総
合
計
画　

チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
5
」
が

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
当

計
画
に
掲
げ
る
、「
人
が
活
躍
し
支
え
あ

う
」、「
産
業
が
育
ち
活
力
を
生
む
」、「
地

域
が
つ
な
が
り
安
心
が
広
が
る
」
の
3
つ

の
柱
に
沿
っ
て
、
県
民
や
市
町
、
民
間
団

体
、
大
学
等
の
皆
様
と
、
相
互
に
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
、
各
種
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
の
県
勢

の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

今
年
度
は
、
本
計
画
の
総
仕
上
げ
に
向
け
、

成
果
の
出
て
い
る
施
策
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
伸
ば
し
、
課
題
が
残
っ
て
い
る
施
策
は
、

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
本
県
の
優
位
性
等
を

最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
県
民
の
皆
様
が

将
来
へ
の
不
安
や
憂
い
を
払
拭
し
、
本
県

へ
の
誇
り
や
未
来
へ
の
期
待
感
を
抱
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
新
し
い
長
崎
県
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
重
点
的
に

取
り
組
む
分
野
と
し
て
、「
こ
ど
も
」「
交
流
」

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
食
」
の
４
つ
の
柱

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
ふ
る
さ
と
壱
岐
の

発
展
の
た
め
、
一
方

な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
県
立
壱
岐
高
等
学
校

が
第
97
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
の
21
世
紀

枠
に
選
出
さ
れ
、
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
と

い
う
結
果
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
離

島
初
の
甲
子
園
出
場
と
い
う
大
変
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
島
内
を
駆
け
巡
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
船

の
初
寄
港
や
11
年
ぶ
り
の
離
島
甲
子
園
、

エ
ン
ト
リ
ー
数
が
過
去
最
高
の
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に

壱
岐
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
賑
わ
い
あ
る

壱
岐
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
開

催
の
ほ
か
、
本
県
で
も
国
際
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州

2
0
2
5
」
や
全
国
規
模
の
文
化
の
祭
典

「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
2
0
2
5
」
な

ど
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
方
々
が
壱
岐
へ
来
島
さ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
7
月
末
に
は
、
ゲ
ー
ム

関
連
会
社
が
島
内
へ
進
出
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
お
り
、
雇
用
な
ど
地
域
の
さ
ら
な

新
し
い
長
崎
県
、
壱
岐
を
目
指
し
て

新
し
い
長
崎
県
、
壱
岐
を
目
指
し
て

長
崎
県
壱
岐
振
興
局

長
崎
県
壱
岐
振
興
局  

局
長　
局
長　

宮
本
浩
次
郎

宮
本
浩
次
郎

を
掲
げ
、
様
々
な
関
係
者
と
と
も
に
、
各

種
取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

引
き
続
き
、
様
々
な
立
場
の
方
々
に
共
感

い
た
だ
き
な
が
ら
、
部
局
横
断
・
融
合
し

た
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、
ビ
ジ

ョ
ン
の
各
分
野
で
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、

県
民
の
皆
様
が
、「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
」

と
思
う
世
界
で
あ
る
「
未
来
大
国
」
の
実

現
に
向
け
、
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
壱
岐
振
興
局
で
は
、
有
人
国

境
離
島
法
に
よ
る
地
域
社
会
維
持
の
た
め

の
雇
用
創
出
・
拡
大
に
係
る
事
業
や
、
交

流
人
口
拡
大
に
向
け
た
滞
在
型
観
光
の
推

進
な
ど
、
魅
力
あ
る
観
光
地
に
す
る
た
め

の
取
組
を
壱
岐
市
と
連
携
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
皆
さ
ま
方
に

お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

壱
岐
は
美
し
い
自
然
景
観
や
深
い
歴
史

と
文
化
、
豊
か
な
食
材
な
ど
魅
力
が
詰
ま

っ
た
「
実
り
の
し
ま
」
で
あ
り
、
大
都
市

で
あ
る
福
岡
か
ら
わ
ず
か
1
時
間
の
距
離

と
い
う
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

優
位
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

各
種
施
策
を
有
効
活
用
し
て
、
壱
岐
市
と

と
も
に
壱
岐
の
地
域
経
済
の
更
な
る
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

代表取締役　山﨑　明秀

理事長　　　赤木　保久
〒811-5533　壱岐市勝本町新城西触 1645
TEL:0920-42-1028　FAX:0920-42-2274
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員
会
の
皆
さ
ん
も
壱

岐
島
の
先
進
的
な
取

り
組
み
に
驚
か
れ
、

各
視
察
先
で
は
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
視
察

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
長
崎
県
議
会
2
月
議
会

に
お
い
て
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
推
挙
に
よ

り
総
務
委
員
会
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

総
務
委
員
会
は
、
秘
書
・
広
報
戦
略
部

を
は
じ
め
、
企
画
部
、
総
務
部
、
危
機
管

理
部
、
地
域
振
興
部
、
出
納
局
、
各
種
委

員
会
事
務
局
部
、
お
よ
び
警
察
本
部
を
所

管
し
て
お
り
、
長
崎
県
総
合
計
画
な
ど
の

重
要
施
策
の
企
画
立
案
、
健
全
な
財
政
運

営
と
政
策
評
価
、
行
財
政
運
営
、
危
機
管
理
・

防
災
行
政
、
警
察
行
政
の
推
進
な
ど
、
県

政
の
重
要
課
題
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
壱

岐
を
は
じ
め
と
す
る
離
島
や
半
島
の
多
い

本
県
の
振
興
に
、
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
は
、
ふ
る
さ

と
壱
岐
に
最
も
近
い
壱
岐
の
会
と
し
て
、

何
か
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
壱

岐
の
た
め
に
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
川
﨑
会
長
を
は
じ
め
、
福
岡

壱
岐
の
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
、
会
員

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
福
岡

壱
岐
の
会
の
皆
様
に

は
、
本
市
発
展
の
た

め
に
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
、
壱
岐
市
の
現
状
や
取
り

組
み
を
知
事
は
じ
め
県
議
会
、
理
事
者
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
私
が
所
属
す
る
県
議

会
文
教
厚
生
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
10
月
に
ご

視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
対
馬
市
に
も
訪
問
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
機
械
故
障
に
よ
り

飛
行
機
が
欠
航
し
、
新
幹
線
で
福
岡
へ
移
動

後
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
壱
岐
へ
と
長
時

間
を
か
け
て
ご
来
島
い
た
だ
き
ま
し
た
。
偶

然
に
も
、
委
員
お
よ
び
県
理
事
者
の
皆
さ
ん

に
離
島
交
通
の
重
要
性
や
離
島
民
の
大
変
さ

を
体
感
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
、
ま
さ

に
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
壱
岐
高
校
野
球
部
の
活
躍

が
注
目
を
集
め
る
一
方
で
、
壱
岐
商
業
高
校

で
は
全
国
の
離
島
で
初
と
な
る
生
徒
に
よ
る

「
株
式
会
社 

I
K
I
S
H
O
」
の
設
立
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
医
療
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
光
武
内
科
循
環
器
病
院
」

の
２
次
離
島
で
の
取
り
組
み
、「
芦
辺
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
に
よ
る
子
ど
も
自
治
会
の

活
動
な
ど
を
ご
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委

ふ
く
さ
る
壱
岐
と
長
崎
県
を
「
つ
な
ぐ
、つ
な
げ
る
」

ふ
く
さ
る
壱
岐
と
長
崎
県
を
「
つ
な
ぐ
、つ
な
げ
る
」

長
崎
県
議
会
議
員　

長
崎
県
議
会
議
員　

鵜
瀬
和
博

鵜
瀬
和
博

星 空 と 美 食 と 癒 し の 宿
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一
つ
一
つ
解
決

し
な
が
ら
、
持

続
可
能
で
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
に
離
島
航
路
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
老
朽
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
２
隻
運
航
し

て
い
る
う
ち
の
１
隻
に
つ
い
て
は
新
造
船
へ
の

更
新
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
残
る
も
う
１
隻
も

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
航
路
の
維
持
・

充
実
を
図
る
べ
く
、
新
た
な
支
援
制
度
の
創
設

を
国
等
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
ふ
る
さ
と
壱

岐
を
温
か
く
見
守
り
、

支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
一
番
の
風
と
と
も
に
、
第
97
回
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会
で
の
壱
岐
高
校
野
球
部
の
活
躍
は
、

島
民
は
も
と
よ
り
全
国
の
壱
岐
出
身
者
に
希
望

と
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
甲
子
園
と

い
う
夢
の
舞
台
で
、
チ
ー
ム
全
員
が
励
ま
し
合
い

な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
姿
は
、
今
も
胸
に
焼
き
付
い

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
昭
和
53
年
に
壱
岐
高

校
の
応
援
団
の
一
員
と
し
て
夏
の
甲
子
園
県
大

会
決
勝
戦
を
応
援
し
た
当
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
甲
子
園
で
の
入
場
行
進
や
校
歌
を
耳

に
し
た
と
き
は
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
監
督

を
は
じ
め
と
す
る
学
校
関
係
者
の
皆
様
へ
―
―
。

「
感
動
を
あ
り
が
と
う
！
」
心
か
ら
の
敬
意
と
感

謝
を
込
め
て
、
皆
様
の
ご
健
闘
を
称
え
ま
す
。

　

さ
て
、
壱
岐
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
、
安
心
し
て
、
そ
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の
議
会
で
は
、「
第

4
次
壱
岐
市
総
合
計
画
」
の
審
議
を
行
い
、
今
後

5
年
間
の
市
政
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
思
決
定
を

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
5
年
間
は
、
壱
岐

市
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
と
な
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
課
題
を

春　

一　

番

春　

一　

番

　
　
　

　
　
　

壱
岐
市
議
会
議
長　

壱
岐
市
議
会
議
長　

小
金
丸
益
明

小
金
丸
益
明

ＪＡ壱岐市×
ＪＡ壱岐市ラインを友達登録しよう！
加入は簡単。ＱＲコードを読み込むだけ！
壱岐農業を応援するあなたに

壱岐市農業協同組合
電  話  ０９２０-４７-１３３１

ＪＡ壱岐市公式サイト http://ja-iki.jp

壱
岐
市
を
ご
指
定
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
京
阪

神
地
区
を
は
じ
め
、
山

陽
新
幹
線
沿
線
か
ら
の

誘
致
促
進
を
図
る
た
め

旅
行
商
品
造
成
支
援
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
様
及
び
九
州
郵

船
様
と
の
連
携
に
よ
り
、
博
多
港
～
壱
岐

島
間
の
往
復
乗
船
券
に
、
壱
岐
島
内
加
盟

店
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
壱
岐
島
満
喫

商
品
券
」
が
付
い
た
、『
壱
岐
島
Ｐ
ｒ
ｅ

ｍ
ｉ
ｕ
ｍ
往
復
乗
船
券
』
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
専
用
ア
プ
リ
で
販
売
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
大
変
好
評
で
し
た
の
で
令
和
７
年
度
に

お
い
て
も
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
壱
岐
市
・
対
馬
市
両
市
の
観
光

需
要
の
喚
起
を
図
る
目
的
と
し
た
、「
壱

岐
市
・
対
馬
市
」
周
遊
送
客
支
援
事
業
を

実
施
し
、
旅
行
社
に
対
す
る
支
援
や
壱
岐

市
・
対
馬
市
周
遊
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
に
よ
り
、
誘
客
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
旅

行
社
に
対
す
る
支
援
事
業
を
継
続
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
壱
岐
島
へ
の
誘
客
促
進
を
図
る

た
め
、
役
職
員
一
同
、
よ
り
一
層
励
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
川
﨑
会
長
を

は
じ
め
、
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
当
連
盟
の
活
動
に
対
し

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
た

く
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
壱
岐
高
校
野
球
部
の
第
97
回
選
抜
高

校
野
球
大
会
出
場
に
際
し
ま
し
て
は
多
く

の
皆
様
に
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
壱
岐
高
校
の

　

21
世
紀
枠
で
の
甲
子
園
出
場
は
、
島
民

の
長
年
の
夢
を
叶
え
、
感
動
と
元
気
を
く

れ
た
だ
け
で
な
く
、
測
り
知
れ
な
い
㏚
効

果
を
も
た
ら
し
壱
岐
島
の
認
知
度
向
上
に

大
き
く
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
壱
岐
高

校
野
球
部
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
心
か
ら

労
い
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
再

び
夏
の
甲
子
園
に
出
場
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
度
は
、
燃
料
油
価
格

を
始
め
と
す
る
物
価
の
高
騰
や
貸
し
切
り

バ
ス
新
運
賃
制
度
に
よ
る
値
上
げ
な
ど
に

よ
り
、
観
光
客
の
一
層
の
減
少
が
心
配
さ

れ
る
中
、
会
員
は
も
と
よ
り
壱
岐
市
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
誘
客
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
様
に
重
点
送
客
エ
リ
ア
の
一
つ
と
し
て

「
ご
あ
い
さ
つ
」

「
ご
あ
い
さ
つ
」

　　

壱
岐
市
観
光
連
盟
会
長　

壱
岐
市
観
光
連
盟
会
長　

下
條
正
文

下
條
正
文
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福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
ご
ろ
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
厚

情
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
壱

壱
岐
高
生
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
　
前
校
長
　
桑
原
　
鉄
次

岐
高
校
の
現
況
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
の
学
級
数
・
生
徒
数
は
、
1

学
年
5
ク
ラ
ス
で
、
1
2
2
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
全
校
生
徒
4
1
5
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
16
名
が
離
島
留

学
生
で
す
。
今
年
度
は
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
例
年
9
月
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
体
育
祭

を
5
月
に
虹
の
原
特
別

支
援
学
校
壱
岐
分
校
と

合
同
で
実
施
し
ま
し

た
。
文
化
祭
は
、
9
月

6
日
か
ら
1
日
半
で
行

い
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
11
月
7
日
に

筒
城
浜
ふ
れ
あ
い
広
場

を
会
場
と
し
て
、
マ
ラ

ソ
ン
の
部
と
駅
伝
の
部

で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
修
学
旅
行
は
12

月
2
日
か
ら
3
泊
4
日

で
、
お
台
場
を
皮
切
り

に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
等
都
内
各
所
を
学
級

別
や
班
別
で
巡
り
ま
し

た
。
12
月
21
日
に
壱
岐

の
島
ホ
ー
ル
を
会
場
と

し
て
、
文
化
部
合
同
発

表
会
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
の
長
崎
県

高
総
体
で
は
、
大
会
ポ

ス
タ
ー
の
図
案
に
本
校
か
ら
2
年
連
続
で
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
と
卓
球
部
男
子
が
団
体
で
ベ
ス
ト
8
に
、

陸
上
部
は
3
名
が
北
九
州
大
会
出
場
権
を
獲

得
す
る
な
ど
、
壱
岐
高
生
は
輝
い
て
ま
し

た
。
こ
の
他
に
、
九
州
大
会
に
陸
上
部
、
美

術
部
、書
道
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

野
球
部
が
選
抜
大
会
21
世
紀
枠
に
選
ば
れ
、

春
夏
を
通
じ
て
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
美
術
部
は
、
全
国
総
合
文
化
祭
（
2

年
連
続
）
に
出
品
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
野
球
部
の
記
念
す
べ
き
甲
子
園

出
場
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
令
和
7
年
３
月
20
日
に
行
わ
れ
た
、
第

97
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
第
3
日
目
第

3
試
合
に
、
壱
岐
高
校
野
球
部
が
聖
地
甲
子

園
の
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
ま
し
た
。
昭
和
51
年

に
硬
式
に
移
行
し
て
か
ら
初
め
て
の
全
国
大

会
出
場
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
軟
式
時
代
に
昭

和
38
年
と
48
年
に
九
州
地
区
大
会
ま
で
進

み
、
38
年
に
は
全
国
の
舞
台
に
立
ち
、
ベ
ス

ト
8
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

輝
か
し
い
歴
史
を
持
つ
野
球
部
に
新
た
な
歴

史
が
刻
ま
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
対
戦
相
手

は
、
優
勝
候
補
の
一
角
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
、
近
畿
地
区
王
者
、
兵
庫
県
の
東
洋
大
学

附
属
姫
路
高
等
学
校
で
す
。
相
手
に
と
っ
て

不
足
な
し
で
す
。
先
攻
は
東
洋
大
姫
路
で

す
。
先
発
は
、
主
将
の
浦
上
修
吾
選
手
。
1

回
を
0
点
に
抑
え
、
順
調
な
立
ち
上
が
り
で

し
た
。
そ
の
裏
、
山
口
廉
斗
選
手
の
安
打
で

壱
岐
高
校
が
2
点
先
取
し
ま
し
た
。
こ
の
安

打
に
ス
タ
ン
ド
は
大
盛
り
上
が
り
。
4
回
表

に
1
点
入
れ
ら
れ
る
も
、
1
点
リ
ー
ド
の
ま

ま
で
5
回
表
を
迎
え
ま
し
た
。
壱
岐
高
応
援

団
の
期
待
は
膨
ら
む
中
で
し
た
が
、
打
者
11

人
の
猛
攻
を
受
け
、
こ
の
回
一
挙
に
5
点
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
は
優
勝
候
補
で

す
。
6
回
か
ら
は
、
投
手
は
日
高
陵
真
選
手

に
な
り
、
7
回
に
1
点
を
追
加
さ
れ
る
も
の

の
、
2
対
７
で
9
回
裏
を
迎
え
ま
し
た
。
一

矢
報
い
よ
う
と
最
後
ま
で
全
力
で
戦
い
ま
し
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た
が
、
追
撃
な
ら
ず
。
残
念
な
が

ら
敗
退
し
ま
し
た
が
、
大
き
く
成

長
を
感
じ
た
試
合
で
し
た
。
後
日

行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
選
手
た

ち
は
、
4
万
人
の
観
客
の
前
で
試

合
が
で
き
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
だ
と
答
え
て
い
ま

す
。
と
て
も
頼
も
し
い
選
手
た
ち

で
す
。

　

今
回
の
甲
子
園
出
場
に
至
る
ま

で
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
令
和
6
年
9
月

か
ら
始
ま
っ
た
第
1
5
5
回
九

州
地
区
長
崎
県
大
会
に
お
い
て
創

成
館
高
校
、
大
崎
高
校
の
甲
子
園

出
場
校
を
次
々
に
破
っ
て
決
勝
に

進
み
、
海
星
高
校
に
惜
敗
し
ま
し

た
が
、
昭
和
53
年
以
来
の
準
優
勝

に
輝
く
と
と
も
に
、
硬
式
と
な
っ

て
か
ら
初
め
て
の
九
州
地
区
大
会

初
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
大

会
で
は
、
初
戦
で
熊
本
県
1
位
の

専
修
大
学
熊
本
玉
名
高
校
と
対
戦

し
、
見
事
勝
利
し
ベ
ス
ト
８
入
り

し
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
、
沖

縄
県
2
位
の
エ
ナ
ジ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
健

闘
む
な
し
く
敗
退
し
ま
し
た
。
こ

の
戦
績
等
を
含
め
、
壱
岐
高
校
が

長
崎
県
に
続
い
て
、
九
州
地
区

の
21
世
紀
枠
代
表
校
に
推
薦
さ

れ
、
1
月
24
日
の
選
考
委
員
会
に

臨
み
ま
し
た
。
壱
岐
高
校
の
コ

モ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
選
手
・

監
督
だ
け
で
な
く
、
野
球
部
OB

会
、
野
球
部
保
護
者
会
、
壱
岐
高

校
同
窓
会
、
P
T
A
の
み
な
さ
ん
と
多
く

の
報
道
陣
に
囲
ま
れ
る
中
、
選
考
結
果
発
表

の
ラ
イ
ブ
中
継
を
固
唾
を
飲
ん
で
見
て
い
ま

し
た
。
21
世
紀
枠
出
場
校
か
ら
発
表
が
始
ま

り
、
そ
の
冒
頭
に
壱
岐
高
校
の
名
前
が
呼
ば

れ
た
時
は
大
き
な
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
こ
の
時
、
誰
も
が
感
動
し
、
目
に
涙
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
方
面
か

ら
祝
福
の
声
が
届
き
、
夢
心
地
か
ら
現
実
で

あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
甲
子

園
出
場
は
、
壱
岐
高
校
創
立
以
来
初
め
て
の

こ
と
で
、
悲
願
で
し
た
。
長
崎
県
の
離
島
に

と
っ
て
も
同
様
で
す
。
選
手
・
監
督
に
感
謝

で
す
。
偉
大
な
る
功
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、「
壱
岐
か
ら
甲
子
園
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
島
外
の
強
豪
か
ら
の
誘

い
を
断
り
、
壱
岐
に
残
る
こ
と
を
選
択
し
た

選
手
に
改
め
て
感
謝
で
す
。
全
員
が
島
の
子

で
す
。
島
の
子
だ
け
で
も
甲
子
園
の
切
符
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
長
崎
県
だ

け
で
な
く
、
全
国
の
離
島
の
高
校
球
児
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
離
島
で
夢
の
実
現
に
向
け

日
々
努
力
す
る
高
校
生
に
勇
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
3
月
18
日
に
行
わ
れ
た

開
会
式
で
の
入
場
行
進
は
、
堂
々
と
し
た
も

の
で
、
頼
も
し
く
目
に
映
り
ま
し
た
。
ス
タ

ン
ド
か
ら
は
、「
壱
岐
高
が
ん
ば
れ
」
と
何

度
も
声
が
届
き
、
選
手
は
勇
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
の
目
標
で
あ
る
「
甲
子
園
で
1

勝
」
は
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

夏
に
必
ず
実
現
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
甲
子
園
出
場
に
あ
た
り
、
福
岡
壱

岐
の
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
壱
岐
高
校

を
卒
業
さ
れ
た
皆
様
だ
け
で
な
く
、
壱
岐
高

校
卒
業
に
関
係
な
く
壱
岐
島
で
生
ま
れ
育
っ

た
皆
様
か
ら
、
さ
ら
に
は
、
兵
庫
県
朝
来
市

や
福
島
県
楢
葉
町
の
皆
様
、
壱
岐
に
関
係
す

る
皆
様
、
壱
岐
に
共
感
い
た
だ
い
た
皆
様
か

ら
多
く
の
多
大
な
る
ご
厚
志
を
賜
り
、
こ
の

場
を
借
り
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次

は
、
夏
の
甲
子
園
で
す
。
こ
れ
に
向
け
、
21

名
の
選
手
、
監
督
そ
し
て
4
名
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
力
を
合
わ
せ
て
練
習
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。
育
て
て
く
れ
た
島
の
た
め
に
も
、
夏

も
甲
子
園
に
出
場
し
、「
甲
子
園
で
1
勝
」

を
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
打
撃
を
強
化

し
、
打
ち
勝
て
る
チ
ー
ム
に
な
る
と
決
意
を

固
く
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、

壱
岐
高
校
野
球
部
へ
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
声

援
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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夢
舞
台
で
躍
動
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長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
　
野
球
部
監
督 

坂
本
徹

　

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
私
た
ち
壱
岐
高
校
野
球
部
は
、

初
と
な
る
甲
子
園
出
場
を
手
に
し
、
聖
地
、

甲
子
園
球
場
の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
瞬
間
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
繋
い
で
こ
ら

れ
た
伝
統
と
、
郷
土
、
壱
岐
を
愛
す
る
多
く

の
方
々
の
支
え
や
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま

す
。
ご
声
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
壱
岐
高
校
野
球
部
は
、

島
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
昔
と
変
わ
ら
ず
他
の
部

活
と
の
共
同
、
野
球
強
豪
校
の
よ
う
に
立
派

な
器
具
も
整
っ
て
い
な
い
環
境
の
中
で
、
私

た
ち
は
工
夫
と
変
革
の
も
と
独
自
の
方
法
で

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
１
番

の
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
選
手
１
人
ひ
と
り

が
「
主
体
性
」
と
「
責
任
感
」
を
持
ち
日
々

の
練
習
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。
３
年
生

12
名
は
そ
れ
ぞ
れ
に
役
職
が
あ
り
、
個
人
は

も
と
よ
り
チ
ー
ム
力
向
上
の
為
に
練
習
メ
ニ

ュ
ー
を
考
え
た
り
、
指
摘
し
あ
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
全
員
で
徹
底
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
自
分
た
ち
で
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
、

目
標
を
明
確
に

し
、
そ
し
て
そ

れ
に
向
か
っ
て

全
員
で
地
道
に

努
力
と
評
価
を

重
ね
る
」
こ
と

で
す
。
こ
の
積

み
重
ね
が
、
チ

ー
ム
内
の
結
び

つ
き
を
強
固
に

し
、
絆
を
一
層

深
め
た
の
だ
と

感
じ
て
い
ま

す
。

　

憧
れ
の
甲
子

園
。
公
式
練

習
、
開
会
式
、

試
合
と
全
て
が
感
動
や
喜
び
と
な
り
、
甲
子

園
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
る
中
、
開

会
式
で
は
躍
動
感
あ
る
堂
々
と
し
た
行
進
が

で
き
、
一
歩
一
歩
、
土
を
踏
み
し
め
ま
し
た
。

初
戦
の
相
手
は
、
東
洋
大
姫
路
高
校
。
私
た

ち
は
「
挑
戦
者
」
と
し
て
臨
み
、
試
合
に
向

け
た
準
備
を
進
め
、
練
習
試
合
を
重
ね
る
ご

と
に
選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま

っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
甲
子
園
で
の

テ
ー
マ
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
「
い
つ
も
通

り
！
」。
当
日
の
朝
、
試
合
前
の
ア
ッ
プ
と

緊
張
し
な
が
ら
も
落
ち
着
い
て
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
を
待
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
、
超
満
員
の
ア

ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
。
一
球
一
打
に
沸
き
起
こ

る
大
歓
声
と
拍
手
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
音
に

合
わ
せ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
大
応
援
。
こ
の
想
い

が
力
に
な
ら
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
初

回
裏
の
攻
撃
。
壱
岐
高
校
選
手
と
応
援
団
、

全
員
で
も
ぎ
取
っ
た
２
点
！
私
自
身
も
身
体

中
が
震
え
る
ほ
ど
の
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。

選
手
た
ち
も
自
信
を
持
っ
て
プ
レ
ー
を
続

け
、
甲
子
園
と
い
う
舞
台
を
心
か
ら
楽
し
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
残
念
な
が
ら
敗
北
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
を
通
し
て
得
た
も
の

は
非
常
に
大
き
く
、
全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
選
手
た
ち
は
人
の

温
か
さ
や
有
難
さ
、
そ
し
て
仲
間
と
の
絆
の

重
要
性
を
深
く
学
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
勝
敗
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
こ
の
甲
子

園
出
場
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
成
長

こ
そ
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

壱
岐
高
校
野
球
部
の
夢
物
語
は
続
き
ま

す
。
チ
ー
ム
は
次
の
夏
に
向
け
て
進
み
始
め

ま
し
た
。「
次
こ
そ
は
・
・
・
」

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ご
声
援

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
夏
、
再
度
、
A
L
L 

I
K
I
で
甲
子

園
出
場
を
つ
か
み
と
る
こ
と
を
心
に
誓
う
と

と
も
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
に
は
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
第
97
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

の
二
十
一
世
紀
枠
で
の
出
場
に
際
し
、
福
岡
壱

岐
の
会
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
誌
面
を
借
り
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
記
念
す
べ
き
試
合
の
日
に
な
っ
た
春
分
の

日
、
彼
岸
の
中
日
に
、
悲
願

の
初
出
場
を
果
た
し
た
壱
岐

高
校
野
球
部
へ
の
ご
支
援
、

ご
声
援
に
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
百
年
に
一
度
の
奇
跡
」
と
評
さ
れ
る
島
の

子
達
の
大
冒
険
は
昨
年
、
秋
の
長
崎
県
大
会
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
私
立
高
校
全
盛
と
言
わ
れ

る
長
崎
県
で
は
準
優
勝
と
な
っ
た
も
の
の
、
九

州
大
会
初
出
場
の
勢
い
の
ま
ま
に
ベ
ス
ト
８
に

進
出
し
た
訳
で
す
が
、
令
和
２
年
か
ら
３
年
連

続
し
て
、
夏
の
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８
へ
選
出

す
る
な
ど
、
近
年
の
躍
進
ぶ
り
は
目
ざ
ま
し

く
、
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
学
童
野

球
の
隆
盛
が
あ
り
、
15
回
大
会
開
催
を
数

え
る
離
島
甲
子
園
で
の
経
験
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
選
手
を
支
え
る
保
護

者
の
方
々
、
指
導
者
の
皆
様
、
壱
岐
市
軟

式
野
球
連
盟
、
そ
し
て
い
つ
も
絶
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
島
内
外
の
諸
先

輩
方
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
の
お

か
げ
で
す
。

　

後
援
会
の
最
大
の
目
標
は
、
甲
子
園
の

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
壱
岐
に
所
縁
の
あ

る
方
々
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
で
し

た
。
出
場
校
発
表
の
日
と
な
っ
た
１
月
24

日
と
前
後
し
て
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
再
結

集
や
、
後
援
会
の
発
足
等
、
私
達
Ｏ
Ｂ
に

と
っ
て
未
知
の
世
界
で
新
た
な
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
時
に
は
こ
ち
ら

の
不
手
際
で
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
一
心
一
向
、
G
o
o
d 

T
i
m
e
」
皆
の
気
持
ち
を
一
つ
に
、
同

じ
目
標
に
向
か
お
う
。
今
が
そ
の
時
だ
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り
、
ま
さ
に
怒
涛
の

島
の
子
達
の
大
冒
険
・
夢
の
続
き

壱
岐
高
校
野
球
部
後
援
会
長
　
川
井
智
睦

２
ヶ
月
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

大
会
３
日
目
第
３
試
合
、
雲
ひ
と
つ
な
い
野

球
日
和
の
も
と
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
み
な

ら
ず
、
内
野
席
、
外
野
席
に
ま
で
、
多
く
の
方
々

の
大
声
援
に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
、
臆
す
る

こ
と
な
く
平
常
心
を
保
っ
て
プ
レ
ー
し
た
選
手

達
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
一
球
毎
に
巻
き
起
こ

る
大
声
援
、
走
者
は
出
し
た
も
の
の
、
無
難
な

立
ち
上
が
り
、
そ
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で

の
先
制
点
等
、
序
盤
か
ら
大
盛
り
上
が
り
の
ス

タ
ン
ド
は
、
校
歌
の
演
奏
で
最
高
潮
に
達
し
、

球
場
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
は
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
た
な
百
年
へ
歩
み
を
始
め
た
甲
子
園
球
場

は
、
い
つ
の
日
も
球
児
達
の
憧
れ
の
舞
台
で
あ

り
続
け
ま
す
。
大
会
歌
の
歌
詞
に
、「
今
あ
り
て
、

未
来
も
扉
を
開
く
。
今
あ
り
て
、
時
代
も
連
な

り
始
め
る
。」
と
あ
り
ま
す
。「
壱
岐
か
ら
甲
子

園
」
を
誓
っ
た
島
の
子
達
の
大
冒
険
が
、
後
輩

達
の
未
来
へ
の
扉
を
開
き
、
皆
さ
ん
の
感
動
を

呼
ん
だ
世
紀
の
一
戦
が
、
先
輩
方
が
築
い
た
歴

史
と
連
な
り
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

大
冒
険
の
夢
の
続
き
を
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
も
一
緒
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
、
壱
岐
高
校
野
球
部
へ
の
ご
支
援
、

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
本
校

の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

壱
岐
商
業
高
校
の
校
長
と
し
て
２
年
目

を
迎
え
、
小
中
学
校
の
つ
な
が
り
、
地
域

の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
商
高
の

広
報
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
２
年
目

と
な
る
と
様
々
な
場
所
で
教
諭
と
し
て
本

校
に
赴
任
し
て
い
た
当
時
（
Ｈ
７
〜
Ｈ
13
）

の
教
え
子
と
出
会
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
教
諭
と
生
徒
と
い
う
関
係
を
大
事

に
し
な
が
ら
、
現
在
の
校
長
と
し
て
の
役

職
を
し
っ
か
り
と
務
め
て
い
き
た
い
と
思

「
商
高
の
新
た
な
挑
戦
」

長
崎
県
立
壱
岐
商
業
高
等
学
校
　
校
長
　
戎
野
　
和
幸

い
ま
す
。　

　

さ
て
、
少
子
化
の
影
響
が
高
校
に
も
出

て
き
て
お
り
、
令
和
６
年
度
の
生
徒
数
は

１
９
６
名
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
高
校

の
魅
力
化
の
た
め
３
つ
の
新
し
い
取
組
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
高
校
生
株
式

会
社
の
運
営
で
す
。
勝
本
浦
マ
ル
シ
ェ
の

開
催
や
文
化
祭
等
で
の
販
売
実
習
を
通
し

て
売
り
上
げ
を
確
保
し
地
元
の
活
性
化
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
ま
す
。
２
つ
目

は
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
す
。
地

元
企
業
の
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
長

崎
県
で
は
、
初
と
な
る
高
校
生
ド
ロ
ー
ン

シ
ョ
ー
を
２
月
に
本
校
体
育
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
３
つ
目
は
、
オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
T
P
O
に
合

わ
せ
た
服
装
を
自
ら
考
え
実
践
す
る
と
い

う
生
徒
の
主

体
性
を
育

む
取
組
で

す
。
学
校
が

認
め
た
日
に

限
り
私
服
と

制
服
の
ど
ち

ら
か
を
選
ん

で
登
校
す
る

こ
と
を
認
め

る
も
の
で
長

崎
県
の
全
日

制
高
校
で
は

初
め
て
と
な

る
取
組
で
し

オフカジ第二弾ポスター

た
。
高
校
生
か
ら
は
「
私
服
で
学
校
に
来

る
の
は
新
鮮
だ
っ
た
」「
や
っ
ぱ
り
制
服
の

方
が
良
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
組
を
通
し
て
、

生
徒
の
主
体
性
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
に
は
、
68
名
の
卒
業

生
が
母
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
令

和
６
年
度
の
就
職
者
数
は
25
名
、
進
学
者

数
は
42
名
（
う
ち
４
年
制
大
学
は
８
名
）、

未
定
者
が
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
長
崎
大
学
経
済
学
部
に
進
学

者
が
１
名
、
長
崎
県
立
大
学
に
は
４
名
の

合
格
者
が
出
ま
し
た
。
島
外
に
進
学
や
就

職
し
た
卒
業
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

ドローンショー

マルシェ

活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

３
月
20
日
の
第
97
回
選
抜
高
校
野
球
大

会
で
は
、
本
校
の
吹
奏
楽
部
も
応
援
に
参

加
し
ま
し
た
。
島
内
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
設
置
さ
れ
壱
岐
高
校
の

一
挙
手
一
投
足
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
校
も
新
た
な
挑
戦
を
続
け
魅
力
あ
る
学

校
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
福
岡
壱
岐
の
会

の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
壱
岐
の
子
供
た
ち
へ
の
ご
支
援
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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が
軽
減
で
き
る
な

ど
、
商
社
の
機
能
に

つ
い
て
、
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
令
和

６
年
度
の
取
組
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
島
外
飲
食
店
へ
の
卸
売

り
業
務
を
主
軸
に
、
博
多
駅
前
で
開
催
し

た
物
産
展
の
他
に
、
東
京
、
大
阪
で
も
同

様
の
物
産
展
を
開
催
し
、
多
く
の
お
客
様

に
壱
岐
産
品
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
壱
岐
食
材
を

使
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

も
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
の
主
要
都
市
圏

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
開
催
し
、
壱
岐
食
材
を

ご
堪
能
さ
れ
た
お
客
様
は
も
と
よ
り
、
食

材
を
採
用
し
て
い
た
だ
い
た
飲
食
店
関
係

者
か
ら
も
、
壱
岐
の
食
材
に
つ
い
て
、
大

変
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

へ
の
出
品
や
、
通
販
サ
イ
ト
『
壱
岐
島
百

貨
店
』
で
の
販
売
強
化
も
行
っ
て
お
り
、

全
国
の
皆
様
へ
壱
岐
の
食
材
が
行
き
渡
り

や
す
い
仕
組
み
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
、
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
の
ご

利
用
ご
活
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
引
き
続
き
壱
岐
産
品
に
ご
興
味
が

あ
る
飲
食
店
な
ど
の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
情
報
提
供
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
会
員
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
限
り
な
い

ご
発
展
と
、
川
﨑
会
長
は
じ
め
会
員
皆
様

並
び
に
ご
家
族
、
関
係
者
皆
様
の
今
後
益
々

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

壱
岐
産
品
を
全
国
へ
お
届
け
し
ま
す

壱
岐
産
品
を
全
国
へ
お
届
け
し
ま
す
!!!!

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社　

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社　

代
表
理
事　　

中
上
良
二

中
上
良
二

　

は
じ
め
に
、
昨
年

５
月
に
壱
岐
市
ふ
る

さ
と
商
社
の
代
表
理

事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
中
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
更
に
、

壱
岐
食
材
を
全
国
へ
お
届
け
す
る
商
社
と

し
て
、
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
川
﨑
会
長
は
じ
め
福
岡
壱
岐
の

会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
一
方
な
ら
ぬ

お
力
添
え
と
格
段
の
お
引
き
立
て
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
昨
年
９

月
に
博
多
駅
前
で
開
催
し
ま
し
た
『
長
崎

県
壱
岐
島
物
産
展
in
福
岡
』
に
お
い
て
、

情
報
発
信
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
お
い
て
も
、
ご
来
場
を

賜
り
、
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社

は
、
壱
岐
牛
や
壱
岐
焼
酎
ま
た
は
、
壱
岐

の
農
海
産
物
な
ど
、
壱
岐
の
あ
ら
ゆ
る
食

材
を
全
国
へ
販
売
す
る
商
社
で
す
。
壱
岐

の
生
産
者
に
代
わ
っ
て
、
販
路
開
拓
か

ら
、
受
発
注
、
発
送
、
事
務
手
続
き
等
を

一
貫
し
て
行
う
た
め
、
島
内
事
業
者
の
負

担
軽
減
、
売
上
向
上
に
繋
が
る
組
織
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
取
引
先
は
主
に

島
外
飲
食
店
で
あ
り
、
壱
岐
食
材
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
注
文
で
き
る
こ
と
や
、
商
品

を
混
載
し
て
発
送
す
る
こ
と
で
送
料
負
担
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皆
様
こ
ん
に
ち

は
。
株
式
会
社
福
岡

魚
市
場
近
海
課
で
競

り
人
と
し
て
鮮
魚
の

販
売
を
行
っ
て
い
る

永
村
ま
ど
か
と
申
し

ま
す
。
趣
味
は
よ
さ
こ
い
や
神
社
巡
り
、
好

き
な
魚
は
父
が
釣
っ
た
イ
カ
と
ブ
リ
で
す
。

出
身
は
、
郷
ノ
浦
町
長
島
で
高
校
生
ま
で
を

壱
岐
で
過
ご
し
、
大
学
か
ら
現
在
ま
で
福
岡

で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

魚を通して壱岐へ
伝えられる事

永村　まどか

 　
「
何
も

な
い
」
が

自
慢
の
島

で
沢
山
の

自
然
に
囲

ま
れ
て
育

ち
ま
し

た
。
祖
父

も
父
も
漁

師
を
し
て

お
り
、
よ

く
家
族
で

手
伝
い
に

行
っ
て
い

た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

壱
岐
商
業
高
校
情
報
処
理
課
を
卒
業
後
、

音
楽
の
道
に
進
も
う
と
短
期
大
学
で
は
音

楽
療
法
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、
将
来
へ
の

不
安
が
大
き
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

水
産
関
係
へ
進

む
き
っ
か
け
と

な
る
ご
縁
が
あ

り
、
父
に
も
相

談
し
た
上
で
福

岡
魚
市
場
へ
の

就
職
を
決
め
ま

し
た
。
当
時
は
、

女
性
が
現
場
で

働
く
環
境
が
整

っ
て
お
ら
ず
事

務
職
で
採
用
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
現
場

で
魚
に
触
れ
る

仕
事
が
し
た

い
！
競
り
人
へ

の
憧
れ
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
現
在
所

属
し
て
い
る
近
海
課
へ
の
配
属
が
決
ま
り
ま

し
た
。
近
海
課
は
主
に
壱
岐
・
対
馬
・
五
島
・

平
戸
な
ど
長
崎
県
産
の
魚
を
主
に
取
り
扱

い
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
な
ど
全
国
各

地
か
ら
も
多
く
の
魚
が
集
ま
る
部
署
で
す
。

故
郷
「
壱
岐
」
の
魚
を
取
り
扱
え
る
事
に
喜

び
を
感
じ
つ
つ
、
同
じ
く
ら
い
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
あ
り
ま
す
。
魚
の
目
利
き
力
や
、
魚
の

処
理
の
仕
方
、箱
立
て
の
仕
方
、仲
買
の
方
々

と
の
関
係
性
な
ど
毎
日
が
勉
強
で
す
。

 　

三
年
前
に
競
り
人
と
し
て
の
資
格
を
も

ら
い
競
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が

な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
悩
ん
だ
り
落
ち
込

む
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
大
変
な
の
は
命
が
け
で
魚
を
繋
い
で

く
だ
さ
る
荷
主
の
皆
様
で
あ
る
事
を
知
っ
て

い
ま
す
。
壱
岐
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
へ

広
げ
て
い
く
力
に
な
る
べ
く
、
ま
ず
は
目
標

と
し
て
い
る
上
司
や
、
同
じ
壱
岐
出
身
の
先

輩
競
り
人
の
背
中
を
み
て
し
っ
か
り
と
学

び
、
少
し
で
も
多
く
の
知
識
を
壱
岐
へ
伝
え

ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
ひ
よ
っ
子
競
り
人
で
す
が
い
つ

か
胸
を
張
っ
て
壱
岐
の
魚
を
預
か
れ
る
よ
う

今
後
も
努
力
と
壱
岐
を
愛
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。

代表取締役

長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 122-44
TEL(0920)47-0341（代）
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HP http://osada-iki.com
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福
岡
を
拠
点
に
壱
岐

の
食
材
を
使
っ
た
お
む

す
び
＆
カ
フ
ェ
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
ぽ
か
ぽ
か
を

営
業
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
、

壱
岐
出
身
の
母
と
よ
く

壱
岐
を
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
自
然
豊
か
で
、
海

も
綺
麗
で
歴
史
を
感
じ

ら
れ
る
島
。
そ
ん
な
環

境
で
大
切
に
育
て
ら
れ

た
壱
岐
の
食
材
は
、
ど

れ
も
美
味
し
く
、
私
は
、

い
つ
も
お
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
福
岡
に
帰
り
ま

す
。
あ
る
時
、
お
米
が

壱
岐
の
特
産
物
だ
と
知

り
、
私
の
よ
う
に
壱
岐

の
特
産
物
に
つ
い
て
、

よ
く
知
ら
な
い
方
が
沢

山
い
る
は
ず
、
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
勿
体
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
為
、
私
は
キ
ッ 

チ
ン

カ
ー
を
通
し
て
壱
岐
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
知

っ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

誰
も
が
大
好
き
な
お
む
す
び
に
壱
岐
島
の
お
い

壱岐島のおいしさを
運ぶキッチンカー

甲斐田淑乃

し
い
お
米
と
具
材

を
沢
山
詰
め
込
ん

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
販
売
し
た
ら
、

壱
岐
の
魅
力
が
沢

山
の
方
に
伝
わ
る

の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

お
店
の
名
前
の

由

来
、

こ

だ

わ
り
点
な
ど
は

I
n
s
t
a
g
r
a
m
に
載
せ
て
い
る
の
で
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

街
中
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
見
て
「
私
、

壱
岐
の
出
身
で
看
板
に
壱
岐
と
書
い
て
た
か
ら

寄
っ
て
み
ま
し
た
」「
最
近
、
旅
行
で
壱
岐
に
行

き
ま
し
た
よ
」
と
よ
く
お
声
を
掛
け
て
頂
き
ま

す
。「
も
う
何
年
も
壱
岐
に
帰
っ
て
な
く
て
…
」

と
懐
か
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
ご
注
文
を
頂
い
た

り
、「
壱
岐
の
〜
を
観
光
し
ま
し
た
」
と
壱
岐
の

話
を
し
な
が
ら
親
し
ん
で
頂
け
る
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
、
動
き
回
っ
て
沢
山
の
お

客
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま 

す
が
、
店
舗
が
あ
る
飲
食
店
と
は
違

い
、
悪
天
候
や
真
夏
・
真
冬
に
な
る
と
お
客
さ

ん
の
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
為
、
営
業
が
厳

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
初
め
て
の

飲
食
営
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
思
い
通
り
に
い

か
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
お

客
さ
ん
に
「
ど
ん
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
の
か
な
」

と
興
味
を
持
っ
て
頂
い
た
り
、「
ま
た
食
べ
た
い
」

と
思
っ
て
頂
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
考

え
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
の
で
す
。

　

私
が
営
業
す
る
上
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
ま
ず
は「
や
っ
て
み
る
！
」と
い
う
こ
と
で
す
。

色
ん
な
こ
と
を
試
し
て
い
き
な
が
ら
、
あ
あ
で

も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
手
探
り
で
毎
日
楽
し

く
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
を
通
し
て
、
お
客
さ
ん
に
少
し
で

も
壱
岐
島 

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
是
非
壱

岐
島
に
足
を
運
ん
で
魅
力
を
感
じ
て
頂
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ようさん農場
　農は能なり、農に志あり
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Mail:yogi.yokogawa@docomo.ne.jp

YOKOGAWA YOJI

トマト栽培、原木しいたけ

宅配もたまわります

喪

ココ

弓

'、編r}

ャ‘ヽ‘＇、．



福岡壱岐の会だより 令和7年5月1日第69号

22

移
住
し
た
き
っ
か
け
と
活
動
内
容
に
つ
い
て

壱
岐
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
下
條 

悟
士

壱
岐
の
磯
焼
け
は
予
想
以
上

壱
岐
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
海
の
資
源
回
復
業
務
担
当
　
名
子
　
朋
宏

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
、
初
め
ま
し
て

下
條
悟
士
と
申
し
ま

す
。

壱
岐
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
2
0
2
4
年
6
月
1
日
よ
り

就
業
支
援
業
務
担
当
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
1
9
9
3
年
生
ま
れ
の
北
海
道
出
身
で
、

前
職
で
は
東
京
で
就
職
し
た
後
に
転
勤
と
な
り
、

福
岡
で
7
年
間
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
壱
岐
市
へ
移
住
し
た
き
っ
か
け

は
、
妻
の
祖
父
母
が
壱
岐
市
の
勝
本
町
出
身
だ

っ
た
た
め
で
す
。
妻
は
小
さ
い
頃
か
ら
壱
岐
へ

よ
く
遊
び
に
来
て
お
り
、
そ
の
思
い
出
か
ら
い

つ
か
は
壱
岐
で
暮
ら
し
た
い
と
以
前
か
ら
言
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
将
来
的
な
こ
と
を
考
え
転
職
活
動

を
し
て
い
た
私
に
対
し
て
妻
が
「
給
料
と
か
を
抜

き
に
し
て
、
自
分
が
や
り
た
い
事
を
や
っ
て
み
た

ら
ど
う
？
」
と
言
い
、ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
自
分
が
や
り
た
い
事
は
何
だ
ろ
う
と

考
え
始
め
た
結
果
、
今
で
は
壱
岐
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
し
な
が
ら
夢
で
あ
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
開
業
に
向
け
て
活
動
中
で
す
。

　

移
住
し
て
か
ら
も
う
少
し
で
1
年
が
経
ち
ま

す
が
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
島
の
方
々
と
の
出
会
い
と
優
し
さ
に
日
々

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
内

容
は
、
壱
岐
市
へ
の
Ｕ
･
Ｉ
･
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

の
就
業
支
援
と
、
壱
岐
市
の
事
業
者
の
方
々
の
求

人
活
動
の
支
援
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

離
島
に
お
け
る
就
業
と
い
う
の
は
、
求
職
者
に

と
っ
て
も
事
業
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
難
し
い

問
題
で
す
。
離
島
で
は
都
会
の
よ
う
に
職
業
が

豊
富
で
は
な
い
で
す
し
、
給
与
面
な
ど
の
就
業

環
境
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
壱
岐
に
移
住
し
た
い
！
帰
っ
て
き

た
い
！
と
思
っ
て
い
る
方
々
が
可
能
な
限
り
希

望
す
る
職
業
に
就
け
る
よ
う
、
求
職
者
の
代
わ

り
に
求
人
情
報
な
ど
を
収
集
し
、
私
の
で
き
る

限
り
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
業
支
援
活
動
を
し
て
い
る
と
「
下
條

さ
ん
に
相
談
し
て
良
か
っ
た
で
す
。」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
は
I
タ
ー
ン
の

方
だ
っ
た
た
め
、
壱
岐
の
情
報
が
あ
ま
り
な
く
、

住
む
場
所
と
仕
事
に
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
私

の
持
っ
て
い
る
情
報
や
知
り
合
い
の
島
の
方
々

に
相
談
し
、
何
と
か
住
む
場
所
と
仕
事
を
確
保

す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
ん
な
時

に
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

初
め
て
私
が

就
業
支
援
で
き

た
方
だ
っ
た
た

め
、
と
て
も
感

慨
深
く
、
や
っ

と
壱
岐
に
貢
献

で
き
た
と
思
え

ま
し
た
し
、
や

り
が
い
も
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
4
月

か
ら
海
の
資
源
回
復

業
務
を
担
当
し
て
い

る
名
子
朋
宏
で
す
。

私
は
海
が
大
好
き

で
、
磯
焼
け
対
策
を
や
り
た
い
！
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
壱
岐
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

藻
場
造
成
に
携
わ
れ
る
事
を
知
り
壱
岐
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
壱
岐
栽
培
セ
ン
タ
ー
（
ど
う
や
ら
人

手
不
足
の
よ
う
で
、
こ
こ
に
配
属
さ
れ
た
よ
う

で
す
）
で
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
と
カ
サ
ゴ
の
種
苗
生
産

に
携
わ
り
な
が
ら
、
海
の
調
査
な
ど
に
も
同
行

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
壱
岐

の
夏
の
海
中
を
見
て
思
っ
た
こ
と
は
、「
こ
ん

な
に
海
藻
が
な
い
も
の
な
の
か
！
」
で
し
た
。

私
の
故
郷
の
福
井
県
で
も
磯
焼
け
を
見
て
い
ま

し
た
が
、
全
く
そ
れ
と
は
異
な
る
状
況
で
、
福

井
県
で
は
磯
焼
け
が
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
海
藻
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

全
く
海
藻
が
無
い
こ
の
状
況
を
見
て
、
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

他
の
地
域
で
は
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
磯
焼
け
の

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

壱
岐
の
磯
焼
け
の
大
き
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
の
は
食
植
性
魚
類
の
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
で

す
。
こ
の
魚
は
6
0
c
m
と
大
型
に
な
り
、

な
お
か
つ
1
0
0
0
匹
に
も
な
る
群
れ
を
形

成
し
、海
藻
を
根
こ
そ
ぎ
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
対
応
は
一
筋
縄
に
は
い

か
な
い
よ
う
で
、海
水
温
の
上
昇
も
相
ま
っ
て
、

ま
た
た
く
間
に
磯
焼
け
が
進
行
し
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　

現
在
壱
岐
で
は
イ
ス
ズ
ミ
ハ
ン
タ
ー
制
度
、

ま
た
壱
岐
栽
培
セ
ン
タ
ー
で
作
る
ホ
ン
ダ
ワ
ラ

の
種
苗
を
用
い
た
母
藻
の
供
給
に
よ
り
、
少
し

ず
つ
藻
場
は
回
復
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
個

人
的
な
見
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ノ
ト
イ
ス

ズ
ミ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
磯
焼
け
が
回
復
し

て
い
る
の
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
珍
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

壱
岐
の
方
々
も
こ
の
事
を
も
っ
と
知
っ
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
よ
り
多
く
の
人
が
知
る
こ
と
で
、
壱
岐
の

海
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
壱
岐
の
藻
場
が

さ
ら
に
回
復
す
る
手
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
の
中
で
も
”

伝
え
る
”
と
い
う
事
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

追
記
に
な
り
ま
す
が
私
の
Y
o
u
t
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
N
a
g
o
v
i
i
の
中
で
、
壱

岐
に
心
を
置
い
て
あ
る
皆
様
が
懐
か
し
く
な

る
よ
う
な
壱
岐
で
の
生
活
の
様
子
や
風
景
を

配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
良
け
れ
ば
見
て
く

だ
さ
い
。
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Hyuga

Miyakonojo

㈱福岡都市未来研究所創業10周年記念

祝長崎県立壱岐高等学校甲子園21世紀枠出場記念
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店舗紹介①

　荒江交差点を今宿方面に進み、脇道に入ると、大きく
鬼凧が描かれた暖簾がお出迎えしてくれます。元々は小
田部にあったそうですが、２年前に現在の場所に移転さ
れたそうです。
　壱州豆腐を使ったメニューには、ひじき、レンコンの歯
ごたえが良い「がんもどき」、熱々の「厚揚げ」をお願い
することができます。他にも、手作り餃子、やまいも鉄板、
豚足など、定番のメニューも豊富で、どれにしようか迷
ってしまうほど。モツ鍋は 1 人前から注文できるのも嬉
しいですね。もちろんお刺身の盛り合わせも大満足な美
味しさです。

　取材に訪れた日は、壱岐出身
の常連さんもいらっしゃって、
賑やかな店内となりました。壱
岐高校の甲子園出場を間近にひ
かえ、試合当日は店内で応援す
るとのことでした。
　焼酎ボトルキープ２０００円
代〜有ります。「一人でふらっ
とちょっと一杯」でも、「友人
と一緒にワイワイ」、どちらで
も通いやすいお店です。

居酒屋　三福
中嶋　正剛さん（石田町出身）

場　   所：福岡市早良区荒江２丁目 14 −２
電　   話：092 − 843 − 9151
営業時間：17 : 00 〜 23：00（定休：木曜日）
席　　数：カウンター、テーブル
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店舗紹介②

　西新駅の４番出口から城南線沿いに 2 分ほど歩き、駐輪
場の手前を曲がったところに、ひっそりと入口が見えて
きます。少し奥行きのあるアプローチから店内に入ると、
隠れ家のような雰囲気。店主こだわりの日本酒がずらりと
並ぶ様子に、どの銘柄から楽しむかワクワクしてきます。
　2024 年 1 月にオープンした優さん。壱岐からは「よこ
やま」もラインナップされています。おつまみは、塩辛や
小魚の炙りものなどの定番だけでなく、その日に入荷した

鮮魚、馬刺し、冬にはお
でんなど、一手間かけた
一品とお酒の組み合わせ
を楽しむことができます。

 イベントやお得な情報は、
ぜひインスタグラムから
ご確認ください。
　 日 本 酒　 １ 杯 300 〜
3,000円、飲み放題1,480（平
日 90 分）1,680 円（金土日・
祝）、ラストオーダーは食
事 20 時、ドリンク 22:15
となっています。

日本酒　優
安部　誠さん（芦辺町出身）

場　   所：福岡市早良区西新４丁目６−１ １階
電　   話：070 − 8499 − 0711
営業時間：18:00~24:00（金・土は 25:00）
　　　　　（定休：火・水）
席　　数：カウンター４席、テーブル２
インスタグラム 「sake.yuu」

スポーツに関するマネジメント

スポーツ選手の育成

トレーナー派遣

健康食品・飲料の販売

地域福祉に関するイベント

代表取締役
山田　由美子
yumiko yamada

株式会社　GREAT・FRIEND
〒812-0861
福岡市博多区浦田 1-19-10-1F
携帯　070-8367-7179
FAX     092-982-4736
mail  ones.great.friend@gmail.com

スナック  ロッキー
ママ　 山田　ツヤ子
　　　　　　郷ノ浦町渡良出身

〒810-0801
福岡市博多区中洲2-1-11  プレイスポット新橋5F
　　TEL:092-281-7960   携帯:090-3321-6969
　　http://homepage2.nifty.com/amc/rocky/

おかげさまで48周年
　　　歌い放題、飲み放題　3,000円の店

院　　長  江 田 和 夫
歯科医師  江 田 政 嗣
〒811－5214
長崎県壱岐市石田町印通寺327-2
TEL・FAX 0920-44-5788

江田歯科医院

有限会社

小 松 工 業

代表取締役

小松　卓司

〒811-1313
福岡市南区日佐2-11-2
TEL　　　　092-584-5733
TEL/FAX     092-584-5744
E-mail:info@komatsu-kougyou.com
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おもてなし料理の島の宿

TEL  (0920)45-0350 FAX (0920)45-3551

http://iki-kaneya.com/
E-mail  kaneya@tempo.ocn.ne.jp

〒811-5316
 長崎県壱岐市芦辺町諸吉大石 472-12

〒811-5135 長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 401
TEL0920-47-0567  FAX0920-47-6832   http://www.viewiki.com

政府登録

塩うに・うにめしの素

芦辺町瀬戸浦 182-4
tel 0920-45-2047 / ikisuisan.com

AKAGIAKAGI
ワインと地酒の店

AKAGI

（株） 赤 木 酒 店

年中無休　営業時間／9:00～24:00（日・祝祭日12:00～24:00）

〒815-0032福岡県福岡市南区塩原４丁目13-21
（西鉄大橋駅分東口より徒歩３分）

TEL 092-551-3636　FAX 092-561-0077

わくわくワイン http://WWW.waku2wine.com/

三菱
カープラザ●

南区役所
● ●ココス

GS
●

日赤通

←福岡 大牟田→

AKAGI
●芸工大

西鉄大橋駅

創業 60年の老舗
ワイン好きの二代目が集めた、
約 600 種類のワインと
選りすぐりの地酒を取り扱っています。

おみやげの店

有限会社　吉田商店
〒811－5135
長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦174番地
TEL:0920－47－0020　FAX:0920－47－0030

代表取締役 吉　田　　寛
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令
和
6
年
6
月
16
日
（
日
）、
八
仙
閣
本

店
に
て
、「
第
55
回
定
期
総
会
及
び
懇
親
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
川
崎
会
長
か
ら
開
会
挨
拶
と
し

て
、
同
じ
日
に
壱
岐
市
で
長
崎
県
消
防
団
大

会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
篠
原
一
生

壱
岐
市
長
や
、
小
畑
英
二
壱
岐
振
興
局
長
、

壱
岐
市
議
の
方
々
等
が
欠
席
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
、
約
１
２
０
名
の
方
に
お
集

ま
り
頂
け
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
、
４
月
14
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
壱
岐
市
長
選
挙
で

の
篠
原
壱
岐
市
長
の
当
選
の
お
祝
い
や
白
川

前
市
長
へ
の
ご
労
苦
と
お
礼
、
当
会
の
活
動

状
況
等
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
と
し
て
は
、
決
算
・
予
算
、
事

業
報
告
・
計
画
の
ほ
か
、
当
会
会
則
改
正
と

し
て
、
諸
物
価
高
騰
に
伴
う
諸
経
費
の
増
加

等
に
対
応
す
る
た
め
、
年
会
費
を
現
行
二
千

円
を
三
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
等
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、懇
親
会
に
入
り
、来
賓
紹
介
の
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
中
上
良
二
壱
岐
市
副
市
長

か
ら
篠
原
市
長
の
祝
辞
を
代
読
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
市
長
選
当
選
の

お
礼
や
、
壱
岐
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
関
し
て
、
全

国
大
会
で
あ
る
「
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
」
に
お
い
て
、
最
高
位
の
環
境
大
臣
賞
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
や
、
６
月
９
日

に
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
壱
岐
島

二
〇
二
四
」
に
つ
い
て
、
出
走
者
４
１
７
名

の
参
加
を
得
て
盛
会
裏
に
終
了
で
き
た
こ

と
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
度
の
寄
附
総
額
は
８
億
７
千
万
円
余

で
、
対
前
年
比
で
約
１
億
４
千
万
円
増
と
な

っ
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
は
、
酒
造
組
合
の
蔵
元
を
代
表
し
て

玄
海
酒
造
（
株
）
取
締
役
会
長
山
内
賢
明
様

か
ら
、「
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
」
の
ご
発
声
を

頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
壱
岐
市
の
焼
酎
各
社

か
ら
沢
山
の
焼
酎
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
芦
辺
町
箱
崎
出
身

の
高
村
恵
二
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
の
４
人
組
の

令
和
６
年
度
福
岡
壱
岐
の
会　

総
会

福
岡
壱
岐
の
会
「
令
和
７
年
新
春
の
つ
ど
い
」

ジ
ャ
ズ
演
奏
で
、
年
代
に
合
わ
せ
た
曲
を
披

露
し
て
い
た
だ
く
等
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
PR
タ
イ
ム
で
は
小
島
神

社
の
参
道
修
復
募
金
や
、
福
岡
魚
市
場
の
壱

岐
出
身
女
性
セ
リ
人
永
村
ま
ど
か
さ
ん
の
紹

介
、
漁
場
の
磯
焼
け
対
策
の
取
組
み
事
例
の

発
表
等
、
意
義
あ
る
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
商
社
か
ら
出
品
さ
れ
た
海
産
物
等

も
売
り
切
れ
が
出
る
等
人
気
上
々
で
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
壱
岐
市
観
光
連

盟
の
下
条
正
文
会
長
の
万
歳
三
唱
で
、
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
福
岡
壱
岐

の
会
が
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
会

員
相
互
の
親
睦
、
交
流
の
橋
渡
し
と
な
る
よ

う
役
員
一
同
頑

張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
福
岡

壱
岐
の
会
副
会

長　

中
田
功
）

　

令
和
７
年
１
月
17
日
（
金
）
に
中
央
区
薬

院
の
「
K
K
R
ホ
テ
ル
博
多
」
で
令
和
７

年
新
春
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
例

年
、
博
多
区
の
八
仙
閣
で
開
催
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
今
回
は
会

場
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
１
１
０
名
と
ほ
ぼ
例
年
と
変
わ
ら

な
い
参
加
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
壱
岐
高
校
野
球
部
が
21

世
紀
枠
で
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
の
甲
子

園
出
場
が
最
有
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
場

内
に
は
、
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
意
し

て
、
壱
岐
高
校
野
球
部
の
出
場
に
い
た
る
ま

で
の
練
習
や
試
合
風
景
等
の
映
像
を
流
し
、

ま
た
、
会
場
入
り
口
に
は
、
募
金
箱
を
設
け

る
な
ど
、
当
会
と
し
て
も
全
面
的
に
応
援
・

協
力
を
惜
し
ま
な
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

開
会
に
当
た
り
、
川
崎
会
長
か
ら
、
本
日

の
出
席
の
お
礼
と
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
対

応
す
る
た
め
、「
新
春
の
つ
ど
い
」
の
開
催

会
場
の
変
更
、
出
欠
の
確
認
方
法
及
び
会
費

の
変
更
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
来
賓
を
代
表
し
て
篠

原
壱
岐
市
長
か
ら
、
選
挙
で
の
当
選
の
お
礼

と
、
壱
岐
市
の
現
状
報
告
と
し
て
、「
第
４

次
壱
岐
市
総
合
計
画
」
の
策
定
及
び
福
岡
市

内
に
あ
る
壱
岐
市
有
地
の
活
用
に
つ
い
て
な

ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
壱
岐
高
校
野
球
部
関
係
者
の
皆

様
よ
り
壱
岐
高
校
野
球
部
の
現
状
報
告
と
支

援
の
お
願
い
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
壱
岐
の
酒
造
関
係
者
を
代
表
し

て
、
壱
岐
酒
造
協
同
組
合
代
表
理
事
の
長
田

様
に
よ
る
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
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福
岡
壱
岐
の
会
「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

　

会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
た

め
、
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
は
、
10
月
25
日

（
金
）
に
福
岡
国
際
CC
で
開
催
し
ま
し
た
。	

　

今
回
の
参
加
者
は
12
名
３
組
と
な
り
ま
し

た
。
例
年
20
～
30
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す
が

今
回
は
、
参
加
取
り
ま
と
め
の
段
階
で
、
年

齢
的
に
無
理
と
か
、
健
康
上
の
理
由
、
仕
事

の
関
係
、
家
庭
の
事
情
等
で
参
加
で
き
な
い

と
い
う
方
が
多
く
、
少
数
精
鋭
の
コ
ン
ペ
と

な
り
ま
し
た
。	

	

　

当
日
は
、
天
気
も
良
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
で
し
た
。	

	
	

	

　

開
会
式
で
は
、
川
崎
会
長
か
ら
各
自
事
故

の
無
い
よ
う
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
、
今
日
一

日
楽
し
い
ゴ
ル
フ
に
な
る
よ
う
に
と
の
挨
拶

を
頂
き
、
そ
の
後
、
大
会
ル
ー
ル
の
説
明
に

続
い
て
、
参
加
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
今
日
一
日
の
好
結
果
を
期
待
し
つ
つ
、

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
程
よ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
池
あ

り
、
山
あ
り
、
谷
あ
り
の
中
、
皆
さ
ん
真
剣

か
つ
和
気
あ
い
あ
い
に
コ
ン
ペ
の
趣
旨
を
踏

ま
え
つ
つ
、
日
ご
ろ
の
腕
前
の
見
せ
所
と
ば

宴
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
壱
岐
市

の
焼
酎
各
社
か
ら
沢
山
の
焼
酎
の
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
に
は
壱
岐
焼
酎
や
壱
岐
豆
腐
も

出
さ
れ
て
、
郷
土
の
昔
話
や
近
況
を
語
り
合

う
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で

料
理
・
お
酒
を
堪
能
さ
れ
て
賑
や
か
な
宴
と

な
り
ま
し
た
。
宴
も
進
み
一
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
、
歌
謡
シ
ョ
ー
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
父
様
が

壱
岐
湯
本
出

身
の
演
歌
歌

手
那
珂
川
仁

美
さ
ん
の
、

艶
や
か
な
和

服
姿
で
の
心

の
こ
も
っ
た

歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
廻
り
な
が
ら
の
サ
ー

ビ
ス
に
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
最
後
は
ア

ン
コ
ー
ル
も
出
る
な
ど
、
宴
会
に
花
を
添
え

る
演
出
と
な
り
ま
し
た
。	

	

　

　

宴
会
中
に
も
壱
岐
高
校
野
球
部
へ
の
募
金

に
つ
い
て
、
川
崎
会
長
自
ら
募
金
箱
を
持
っ

て
各
テ
ー
ブ
ル
を
廻
り
支
援
の
お
願
い
を
行

い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
お
金
に
つ
い
て
は
、

永
田
壱
岐
高
校
同
窓
会
会
長
に
手
渡
し
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
長
崎
県
壱
岐
振
興
局
の
小
畑
局

長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
、
本
会
の
締
め
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
７
年
度
に
お
き
ま

し
て
も
、
通
常
の
年
と
同
じ
よ
う
に
、
総
会

や
新
春
の
つ
ど
い
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
を

行
う
事
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
案
内
が
届

き
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
福
岡
壱
岐
の
会
副
会
長　

中
田
功
）

か
り
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
で
フ
ェ
ア
ー
ウ
ェ
イ
ど
真
ん
中
に
運

ぶ
人
も
い
れ
ば
、
意
に
反
し
て
（
？
）
山
の

上
や
谷
等
の
OB（
２
打
罰
）や
、池
ポ
チ
ャ（
１

打
罰
）
な
ど
の
ミ
ス
も
あ
り
、
日
ご
ろ
の
運

動
不
足
解
消
を
一
気
に
取
り
戻
す
に
余
り
あ

る
運
動
量
で
悪
戦
苦
闘
す
る
等
、
悲
喜
こ
も

ご
も
の
中
に
も
、
昼
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

無
事
に
且
つ
存
分
に
楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
終
え

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
後
の
表

彰
式
で
は
、

会
長
の
講
評

後
、
ダ
ブ
ル

ペ
リ
ア
に
よ

る
成
績
発
表

で
、

栄

え

あ
る
優
勝
者

は
、
中
村
豊

さ
ん
で
、
グ

ロ
ス
８
６
、
ネ

ッ
ト
７
１
.
６
、

準
優
勝
者
は
中

田
功
さ
ん
、
第

３
位
が
江
口
良

一
さ
ん
、
以
下

第
５
位
賞
、
ラ

ッ
キ
ー
セ
ブ
ン

賞
、
BB
賞
、
敢

闘
賞
、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
賞
、
ニ

ア
ピ
ン
賞
、
ド

ラ
コ
ン
賞
、
そ

し
て
参
加
賞
と

し
て
特
別
に
玄
海
酒
造
様
か
ら
頂
い
た
焼
酎

を
各
自
１
本
づ
つ
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
玄
海
酒
造
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
優
勝
者
か
ら
勝
者
の
弁
を
い
た
だ

き
、
次
回
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。	

	

　

な
お
、
こ
の
後
、
別
会
場
で
希
望
者
だ
け

で
す
が
、
10
名
で
反
省
会
兼
懇
親
会
を
行

い
、
ゴ
ル
フ
を
肴
に
「
ゴ
ル
フ
あ
る
あ
る
」

の
話
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
多
く
の
会
員
の
参
加
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
中
で
、
こ
の

コ
ン
ペ
に
参
加
し
た
い
な
と
思
わ
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
事
務
局
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

次
回
、
令
和
７
年
10
月
頃
開
催
予
定
の
コ
ン

ペ
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。	

（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
担
当　

副
会
長　

中
田

功
、
同　

宇
野
木
茂
）
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医療法人
救急指定 原三信病院

※日・祝祭日および8月15日・12月31日～1月3日はお休みです。但し、急患の患者さんは、
　救急外来にて診察いたします。また、12月30日は午前診療のみとなります。

総合診療科 循環器科 消化管内科 肝胆膵内科 
呼吸器科 糖尿病内科 外科 胸部外科
血液内科 腎臓内科 脳神経内科 整形外科 
脳神経外科 泌尿器科 婦人科
放射線科 麻酔科 病理診断科
睡眠呼吸障害センター 健康管理センター
歯科・口腔外科

博多港～原三信病院シャトルバス運行中！
※運行スケジュールは時期により変動します。詳細はホームページで確認ください

https://www.harasanshin.or.jp/panels/shuttlebus.html

原三信病院　シャトルバスについて 検索

お問い合わせ　info@harasanshin.or.jp            ホームページ　https://www.harasanshin.or.jp/

川 添 石 油 株 式 会 社
代表取締役社長　川　添　直　幹

本 社
本 店

壱岐市芦辺町瀬戸浦55
福岡市博多区空港前3丁目3－40

TEL 0920－45－2003
TEL 092－622－0686

FAX 0920－45－2168
FAX 092－622－8866

セルフ二日市西給油所
空 港 給 油 所
セルフ野方給油所
瀬 戸 浦 給 油 所

T E L
T E L
T E L
T E L

9 2 4 － 2 5 5 7
6 2 2 － 6 5 3 8
8 1 1 － 8 8 0 5
0 9 2 0 － 4 5 － 2 1 1 5

郷ノ浦給油所
ホームガスセンター
営 業 部
石 化 事 業 部

T E L
T E L
T E L
T E L

0 9 2 0 － 4 8 － 0 2 0 1
0 9 2 0 － 4 7 － 0 6 2 3
6 2 2 － 0 7 1 3
5 0 4 － 4 6 8 1

５月の中旬　オープン

なにわ寿し
〒８１０-００２１ 福岡市中央区今泉２丁目２-２４

なか庄 １０２
TEL　０９２-７１１-０７１５
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福岡壱岐の会役員名簿 令和 7 年４月現在

令和６年度　事業報告 福岡壱岐の会活動指針
　壱岐にご縁のある人々が気軽に集まり、情報
交換をしながらお互いの親睦と交流を深めら
れる会とする。また、会員のパワーでふるさと
壱岐が少しでも元気付けられるよう応援する。
具体的な活動内容はつぎのとおり。
①　会員相互の親睦と交流のため、総会、新年のつどい、
　懇話会、ゴルフ会及び俳句の会を実施する。
②　壱岐の自然、恵まれた食べ物、文化財（博物館、遺跡、
　神社、仏閣等）等を起爆剤に壱岐への観光客増への取
　り組みを行う。
③　女性と若い会員を増やす。
④　関係団体（東京壱岐雪州会、東海壱岐の会、関西壱岐
　の会、福岡長崎県人会、在福佐世保会、　福岡対馬会、福
　岡県小値賀会、宇久じまん会、福岡市役所岳の辻会等）　
　との連携を強化し、壱岐市を各方面でバックアップする。
⑤　福岡壱岐の会の活動状況、壱岐市や博物館等からのお
　知らせや福岡における壱岐市関係のイベントなどについ
　て、ホームページ等を活用し、会員等へ情報提供を行う。

１　理事会５回
２　会長・副会長会議（案件ごとにＳＮＳで意見調整）
３　会報委員会
　　（ＳＮＳにて開催、令和６年４月２８日発送作業）
４　第５５回定時総会及び懇親会開催　令和６年６月１６日　
　　八仙閣　約１２０名参加
５　ゴルフコンペ開催　令和６年１０月２５日
　　福岡国際カントリークラブ　１２名参加
６　新春のつどい開催　令和７年１月１７日
　　ＫＫＲホテル博多　約１１０名参加
７　壱岐高校野球部選抜高校野球大会応援
　　当会の会員等　    ９１名参加
８　当会ホームページ、フェイスブックで壱岐市関係のイベン
　　ト等の情報を発信
９　交流団体等の総会・祝賀会への出席
　　令和６年　６月　福岡対馬会　定時総会・懇親会
　　　　　　　　　　東海壱岐の会　総会・懇親会
　　　　　　　　　　関西壱岐の会　総会・懇親会
　　令和６年　７月　長崎新聞文化章受章祝賀会
　　　　　　　　　　在福佐世保会　総会・懇親会
　　令和６年１０月　東京壱岐雪州会　総会・懇親会　
　　令和７年　１月　福岡対馬会　新年祝賀会及び臨時総会

役 職 名

会　　長
副会長兼
事務局長
副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

　 氏　名

川﨑　日出雄

中田　　功

宇野木　茂

加藤　　武

末田　陽子

土谷　祝男

木下　　勉

浦瀬　和久

大野　英治

加藤　健一

川谷　浩一

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

山内　亜紀子

山田　由美子

下條　正彦

村川　　登

　

出　身

芦辺町

勝本町

芦辺町

芦辺町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

芦辺町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

石田町

勝本町

郷ノ浦町

郷ノ浦町
勝本町

芦辺町

歴代会長
初代会長
2代会長
3代会長
4代会長
5代会長
6代会長
7代会長
8代会長

氏　名
菊池　祥隆　
坂口　文雄
広重　高義
大野　二三四
豊島　令隆
久間　武春
神田　賢一
幡鉾　賢輔

出　身
郷ノ浦町
勝 本 町
郷ノ浦町
勝 本 町
郷ノ浦町
郷ノ浦町
石 田 町
郷ノ浦町

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事
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河端　　絢

篠崎　和観

篠崎　恵彦

立石　勝也

田中　崇史

辻永　隆晴

長嶋　建治

長田　耕三

中原　裕壽

中村　朋広

幡鉾　功造

森田　純子
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壱岐の真実を
　　報道します。

壱岐市郷ノ浦町永田触 91-３
TEL 0920-47-3196
FAX 0920-47-3197

E-mail  ikishinpou@hm.iki-vision.jp

毎週金曜日発行・購読料 1ヶ月 1,000 円（税別）
ご購読のお申込みをお待ちいたしております。

い き し ん ぽ う し ゃ

発行所  （株）壱岐新報社
代表　大野 英治

天然かけ流し温泉
家族風呂♨

杷木の風

杷木の空

朝倉市杷木久喜宮 1620-2
☎0946-62-3239

朝倉市杷木久喜宮字大久保 1778-5
☎0946-28-8837

はきのかぜ

はきのそら

九創エンジニア株式会社
代表取締役　馬渡祥二

総合防水・外壁ＡＬＣ・押出成形セメント板工事

九州創建株式会社
代表取締役　馬 渡 祥 二

〒812-0894 福岡市博多区諸岡3丁目 3番 31号
TEL092-589-0039　FAX092-589-0049

E-mail:souken@abeam.ocn.ne.jp

木蓮経営法律事務所  弁護士  松坂 典洋
（元壱岐ひまわり基金法律事務所所長　福岡県弁護士会所属）

810-0022 福岡市中央区薬院 1丁目 7-12 セルクル薬院 3階
薬院駅から徒歩 4分。お気軽にお問い合わせ下さい。

電話０９２－７５３－８０３５
http://matsuzaka.info/　 mokuren@mkrlaw.jp

KADOKAWA より 2024 年 8 月「高校野球
と人権」を出版しました。
法律に関するご相談は、お気軽にお問い合
わせください。

博多～壱岐～対馬　旅客・車両・貨物・
引越サービス・福岡市営渡船客サービス

博多海陸運送株式会社
〒812-0021　福岡市博多区築港本町 13 番 3 号
TEL 092（281）6636（代）　FAX 092（281）6690
http://www.hakatakairiku.jp

対馬支店　　　〒817-0016　長崎県対馬市厳原町東里 341-42
　　　　　　　TEL 0920-52-0793　FAX 0920-52-5006
比田勝営業所　〒817-1704　長崎県対馬市上対馬町網代 549-5
　　　　　　　TEL 0920-86-2440　FAX 0920-86-4260
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髭達磨
ひ　　げ　　だ　　る　　ま

壱岐からの新鮮魚貝・肉・特産物
活魚造り・季節・旬のお料理・御宴会

福岡市西区姪の浜 4 - 2 2 - 1 0
■姪の浜駅本店  TE L 0 9 2 - 8 8 5 - 4 5 0 0
■郷ノ浦ターミナル店

四季の味処

株式会社 大有
日本の優れた建設機械を世界中に輸出販売しており ます

本 社

レンテック㈱

〒812－0021
　福岡県福岡市博多区築港本町6番26－302
　TEL 092－263－7250　FAX 092－262－4798
〒618－270
　韓国釜山市江西区菉山産業北路（松亭洞）161－10
　TEL 051－831－1343　FAX 051－831－2177

だ い ゆ う

代表取締役 （勝本町出身）渡野　安春

長崎県壱岐市郷ノ浦町片原触１５５１番地
ＴＥＬ ０９２０（４７）０２３９

オランダフーズ株式会社
□本社・本社工場

自然あふれる　一支國の水
心にキュンとしみる、懐かしのかき氷
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〒810-0005 福岡市中央区清川1-14-13  博多屋ビル３Ｆ
　　　　　       携帯:090-7920-7911   FAX:092-791-6423
　　　　　       E-mail:k-five.hoko@kjb.biglobe.ne.jp

株式会社 K-ファイブ
〒810-0005 福岡市中央区清川1-14-- -13 博多屋ビル３Ｆ
　 　   携帯:090-7920-7911   FAX:092-791-6423
　　　　　       E-mail:k-five.hoko@kjb.biglobe.ne.jp

株式会社 K-ファイブ
福岡市中央区清川1丁目14-13-3階

～あなたのあしたをあたらしく～

壱岐不動産株式会社

TEL     ：0920-47-2730

Email：info@ikifudosan.com

URL    ：https://www.ikifudosan.com/

壱岐市の [ 賃貸 ][ 管理 ][ 売買 ] お任せ下さい！

関連会社：対馬不動産株式会社
TEL     ：0920-52-5190

Email：info@tsushimafudosan.com

URL    ：https://www.tsushimafudosan.com/

代表取締役　德田　泰寛

お部屋探しのことならアイネットへ！お部屋探しのことならアイネットへ！
HUMAN REAL ESTATE

本　　店：福岡市中央区六本松 4-1-10　　　TEL 092-737-7050
六本松店：福岡市中央区六本松4-1-13　　　TEL 092-731-7100
博多駅前店：福岡市博多区博多駅前２-５-８　TEL 092-433-5000
西  新 店：福岡市早良区西新4-9-37　　　    TEL 092-852-2310

株式会社アイネッ ト
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麦焼酎の発祥の地が産んだ世界のブランド

お酒は20歳になってから

壱岐酒造協同組合

世界の銘酒「壱岐焼酎」

理 事 長
副理事長

長田　浩義
西川　幸男
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モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

23
年
連
続
受
賞
蔵

〒 長崎県壱岐市郷ノ浦町志原西触
有有限限会会社社 山山のの守守酒酒造造場場

◎お酒は 歳になってから◎飲酒運転は法律で禁止されています
◎妊娠中・授乳期の飲酒には気をつけましょう

一
洲

ℓ

度

７
２
０

一
洲

ℓ

度
１
８
０
０

銘
柄
の
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来
に
つ
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鬼
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わ
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た
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安
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雅
号

一洲
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。
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平日 9：00～17：30　土曜 9：00～12：00　※日曜・祭日休み　
［電話］本社 TEL 092・281・0831

［インターネット］　www.kyu-you.co.jp 九州郵船 検索

福岡県知事登録旅行業第２－７２３号

ご予約

TSUSHIMA

IKI

FUKUOKA
KARATSU

「
会
い
た
い
」
と
思
っ
た
時
は

迷
わ
ず
大
切
な
家
族
・
友
人

美
し
い
景
色
に
会
い
に
行
こ
う

さ
あ
、

会
い
に


